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口序

九州本山のH，j昔話， 佐多Ihljlより指呼のlHH乙突JCとして出を抜く屋久島は略と間形の英爾たる

小山に過ぎたいが， 全L.4峨々たる!lHírであって:l�高率宮之ün�訟は海抜1935mI'C主主し九州第一

のí:石山である. “1 J:j 1"1:35口雨が降る"と13・ふ1Tll1i"に去現される�miïtr.雨量に恵まれて笹然

たる原生林は深い渓谷を担め滋す料l'分な幾百を遊げて来た. 三悶名勝間合にも既に次の様

に紋越されてゐる. “共形勢たるや， 大11手のtjJよりあu然としてl吃立し， 上は高く蒼勾に聾る

ζと数千丈， 下はi架く海底t乙根ざすととJI;líHを剣山 守， f抵当�l出Ihlii列り秀づるとと， 千高を以

一線を捗れば1I!1乙一品もあり， 戒は自白壁千尋:を仰ぎ， 或は一山をま去れば叉一山あり，て1政ふ，

も蹄宜P者・tr.し，絶恕�n�底に臨む， 111々悉く雨水茂林， 世々然として， ��1'tき天に入札

山麓よりt'i翠深i抗i商りVfëるが虫11し， 共山身は般石のみ多くして， TI木k.樹は出隙に叢生す，

山中保泉の多き， 共高数山上I'C$て!担岳貯水;liU見川せざる底なく， 111問には必ず渓水あり，

ーl'丈より百丈以上なる:(\'， 県て数点、べからや， :TI節目j激流千祇主分ち， 百道主合し， I低率深林

の中主・すぎ， 下K歪てはたか[となる "

?在布・は数年前九リl'IHH\llの刊をこ;Jとめて大隅小i:.�突端iのイ'!i.多11'ljll'C辿りクき， 遥かに天きさを|浪る

自主の屋久Jみを眺め乍ら， 1iえの山にとそ九州川

lå�t:�の紘を鎚.めた千似の断mの‘Ffclll�くるめく黒i�加の奔iJiëが京へ*へと?両容さ泡立ちつ� Vfë 

れて陪た， 1'�，j)L州邦初ソHラ探究の乎は必然的I'C 11主の山tζ及ばざるIずから-þ， 而も之と針路

:JL�HïHi郊のフロラが如何に呉るかにー・つのH�閉が3なかれねばならない. 此の芯�I床K於て民久

ぬはTHjL州打知フロラにとって22iiE!日'jll，!j'のJ也である.

一方之
2) 

事ひ著名�.tt:JL州本山市部より26科791:必228 f.[iの刊知を株:'fするJJÇiJ�/lI*たが，

に比較すlザきhi久i::.iÍ主許制は仙か95問主知られてゐる丈で筆者ーの漁恕する'tr冶JlItの学教に

制たぬj伏態であった. かLる貧弱な資料では到底決z論の正)ll�は!1J1し跳ぃ. 而も屋久品の地形，

試象:m;の話傍1!j'は極めて著しいものがあり， 従って共のフロラも亦獅特のキfl貌を呈してゐる.

以上の如き猷態であるからilíj械に於ては11'.むをi!}す"; "屋久島K就いては1荷主改める�J�とし"

と�ペて本山への論及は切促した. そしてIIß;f:rI 15 !.1'.9 )j自ら採集の矯屋久Jみに渡って約

1600引t.Iの総本む!t， 問来l，jJ資料の研究に務めた結果*�'b産首類24�:1・75凪210種主確認し，

和主共の全貌主Iりjらかにする'Ji.iJqmlミた. 日下1乙此の結果を報告し， 本山苔知フロラの特殊

'1'1:1乞)沈いて;}j・究し， 併せて本山が1..1本列L3フロ ラi亡於て如何なる位置をと占めるかを論ぜんと

谷之五十， 大間関駁.ïWi'郡屋久島. 別治:lH 11'.. 
mjL�H苔版誌，東京科撃陣物館研究報告第11抗い日-1:1).

1) 
ll) 



試みるものである.

此の機千7-に若者・の恒久山J京銀行に終始協力された金丸町�J_\:， 現地K於てN(々fil!:，'，:を興へ

られた小杉俗研伏}別じの他の耐久山;，f，_，?林r!liのブV À"�C感謝の:むを表する.
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1. 小 史

*品産脊類として最初に記録された極は Scapaniα ligulatα STBl'JI. でK. MÜIJLER 
の力作“Monographie der Leberryloosgattung Scapania DIm.2 tis に 記3脱された・ 産 地は

“Japan: Yakushima， (Juli 1900 Faurie) Original! Hb. Stephani!"と明記しである.
次は Ccpltaloziα !tαmatilobαSTEPII.， G. 1'CωG1ωl1 

S剖，'1'、百BPH. の8極でで.あつて F. STEPJIANIのん箸“Species Hepaticarum (1898-1924)" 

rftl1: “Hab. Jαponia， Yakushima CFaurie)." と 屋久品なる地 名 が記し である. ず1 3 麗 rlt

íì白の 2種は&αpaniα li')ulαtα に後る� !jï.3年の1908年，後の1在fiは1909年の殻去であ

る. 囚11: S'l'Bl'IIANlの報告は資料の!} 1mが般筏でなく，例へばハワイ特産紐を日本等とflll

巡ってゐるが(各論Riccω悩αの項でかLる4 極を日本フロラより除外して沿いた)，産地と

して只 “Japoniα" と記した極If'にも'紅は屋久島特m極が若干設見される (例へばHαT・

1)αlcjcuncα obtusiJolia S'l'EPH.， Sl1'cpsilcjcU1íea clωザ[01'αS'rEPH. 等). それはさて沿

き以上4新種の設去に次いで、岡村mJ締博士がWll{，l'.f1: Is仰倣11.1 a!cinoi Su. OKAωA日3印mIR4;2; 

を乞，" 1叩91凶G 五年lド三1"1:ζは T1'行i必c!t伽伽A加0仰c伽 f加0仰仰7ηy附l(ωc州;汗J

F積Eとして殺表されTた己が， 之は儲かの誌でl.jαponica 1亡先取拙を奪はれ共の異名となった.

共後明らく本Jおよりの記録は跡を絶ったが，1934�1三に至って揃川芳雄教授が“Monographia

Hepaticarum Australi-Japonicarum" を護者され. 従来全くnffï黒の4三品苔類フロラの大綱

がI�jl庶となった.印ち同敬授は;;f三品より新しく87種主報告されたが，此等全部の名郁ã:掲げ

る事は省略して共内著しい種のみを!1kげておく.

Plcw'oziαク勿αntcoùlC8Hüm KA WA， Collu'α7)，�CllrlO(J((l?l ptJ・iJoliαHORIK. �!j';の所m食

!ll苔類， A71hαnolcJCllnca， Lcptocolcrt， Ph!l'�o帥lca Iζ属するJiJflilq生業上苔初， A n((stl'O ph-

yllwn yαkllûtimcnsc HOltlK.， Al'chilejcuncα.qca: pl icaiαHORIK.， Bαzzα1Uαyαkushi1托cn­

，�is HOHIK.， Hαploziαγcni.fOl'miαHOIUK.， S1)hcnolobu，� yαkllsltimcn，�i・s HüRlK. えt;の

特路極， Plαgiocltilα111'αU1Uαnα(N.) LINnr�NB. �-I.:の他の熱帯主役;業， ])iplopltyllum αlbi・

0αns (L.) DU1\1.， ρ. tα�;i.folium (W AUT，.) DlI:\1. �fj-;の;J-，�帯要素. 梨1935 (，1ミにはおの報告・

11' Chαnrlonαntlws bi1'lncnsis STEPH. として殻去されたものをと Mαstigoplwl・αdiclαdos

lBIt川N. と訂正された? 次いでík�久i:，�フ口ラに新たに力叫べき生誕上苔3翫」なる短

3) No\"o Actn Acnd. Cncs. IJcop.-CnroI. 83 (1905) 
め純物事雑誌25， 65， f. 3 (1911)・
5) JOllrn. Coll. Sci. Imp. Unh'， Tokyo 3g， :l (1916). 
。) JOllrn. Sci. IIiroshimn Uni\". Scr. H， Dh'， 2， 2 (193幻.
7)組物研究雑誌11， 501 (1935)， 
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丈Ir. [h可Fαnolcjcuneα foliicolnHomK.， T-cplocolcα ocellat(t HOJtllζ.， に. OI:elloùles Ho・
ト可

}UK. を迫力Hされた . 以上1939 "'1三迄に本);':;i辛子協批95位Ir.主主した.

1940年以降は筆者・の報告の外i乙は本山よりの記録は見られない.次に同年より現ヂEに至る

迄の筆者の報文q.1屋久島脊:知フロラに新しく追加された由主張羽|闘に掲げてたく.

Leplocoleα miyαjimensis var. mic;'orlonf(( S. H.， ']'αenず'olejCllllCα αPP1'C，QSα(Ev.) 

TWJUK.， T. osltimensis (HOIUK.) S. H.， ']'. p.�elldofloccosα(HOmK.) S. H.， T. 

Vl'1・doornii S. H.， Cltiαslocct1llon dei!([1叫dcs (N.) CAHL， Rαcl1L[rtαcwninαtα STEPJI.， 

Col'll1'α11山iiHOlUK.， D;'epα1!olcjmwcα jαponicαHOI�JK.， Spl'llceα11 tlw.ç semかepαnd1l8

(N.) VlmD.， Lejeuneα bonincnsis HORIK.， L.αqllαtiaα HORIK.， Spr. polymol'plw$ 

(SDB. LAC.) VEHD.， T-eploa. doUdwstylα HERi':.， �l1'ehilejeulleα bideniαtα HORIK.， 

T-eptoc. cilialiloblllct HORIK.， T-. H ol'ikαlGanαS. H.， L. lallcilobn var. yαkusimensis 

S. H.， J.，. Nαl，; ctii HOI�IK.， Scαραnin αmpliαtαSTEl'H.， Pru[laniα nepαlel!sis var. 

nisltiyαmensis (S'1' I'� 1リ1.) S. H.， PtycllOcoleus nipponic lls S. H. 

以上22積のJ^l 3極は新しくn凶売されたものであり，他の若手話は我閣に米知でるった. 1.'，J 
Sll'epsilejeuneα alαviflm'a s'rI�l'H.， HαI'Pαlcjeuncn obtusifoliαSTEl'H. が本jみに涼し

且つjとよE11OS11lolejCll1lcα及びStl叩silejcun仰に属する取を確認した. 此の外主として

“市九州枠組誌"1と於て本山より記録されたfillを検討したが;果本山原子千百jの積好!の減少を来

し又凪の拶勤がるった(之等の詳細は煩雑に流れる故省略する). 以上が現:(1:迄Ir.*品より報

告された極の制.てピある.

め 植物研究費I誌; 15，:J日(i.-:m (1 \J:J\J). 
\J) 文献は各論をき�H�t.
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11. 自然地flH的素描

屋久山は陸睦刊のiお端より47 �唱に位置し! 京都J 28km， i.(，j�ヒ約2伽，聞も�Ht-J500平方

km，目持主凶形の小島で海岸線の出入は甚だ少ν、. 海岸の11t地は極めて狭小で背後には直ちに

山岳が聾立する. 地質は北京l?，jの海岸地帯は第3紀(或は古成密かと思はれる. 米だ確賀で

ない)の水成岩であるが， その按心をなすものは之を貫いた特異な黒雲母花向岩の岩株であ

る. との花!品えきは西Í.HFJ*外帯に属するものであるが， 岩中に)(/j、無数のゼノリスが散在

し， 且つ至る所ーに10cm I乙飴る正長石のD:lílJを認めおととが/p，�終る. 乙のやうな特異性は日

rílJ問え崩山兆の他の花尚岩に若干・類似貼が見られるが，四í1，j日本内帯では絶えて見られない.

本品の峨んたる地形もとの花尚岩株に負ふ所1自主大で・あって，前挫の如くj附宇fL:j!í:い正:j度30-

100m のあたりから急:角!立を以て500-1000mの山岳が玲え， ql央の日系は望むÎ1Tくもない.

之を前岳と呼ぶゃうであるが此の山脈は総てq�央の向f川県民に間集してゐる. 奥岳とは前岳

に封して海岸より望見し難いI�I心部の山地主怒沼í�したもので， }，品:ゐbの略主l巾ド

獄(α19回35m)がi欣な世し之をl取{収兄巻く桜lに亡L:�玲争立するi黒思叫味とj獄訣(1目83部6m)入， 永問1弘枇江訣‘(口1890m)等1叩00∞Om

を越える若裟4ノんひは8剖O数座κj迷主する. 之を八JlU止と部恥し，此等の準々にV);\主張する浜谷はもさ剖l

甚しく随所にE岩手，絶慌が露IHし， 盟況な7kiff，\を有する浅流はi思iAiをなして沈下し直ちに出

l乙注ぐもので， 八百八Mと言はれる釈にその蚊も多い.

会主候l乙就いては細井英一郎・今村1'.;.�郎JiH氏の研究があるので， 共の-71官a::次i亡抄録す

る.

(1) 1H岸附近は1 �lôq�非常に温暖日.つ保i問で雑草の成長も駕〈程1iLい. 向温で雨苅:も多い

事は1fif_岸段丘商t乙ラテライト類似の二1::.が設建する貼よりも推察出来る- (2) 1[<5:11:近い部分， fýlJ 

へば永岡附近で見られる如くl留地に特有な花尚:岩の穏かな地形でるるが， 一旦高所i叩14をrílJ

けると鋭い尖峯とi架い鑓と!L:{1{って特徴づけられる花尚岩の4BReii山地形を認める. 両地の地

形を作った岱カとしては零の作用を考へる必要がある- [Jl!月下旬にも永HH設などは米だ多量

の雲を被ってゐるのが望見される. (此の賠に闘して筆者の蛇足を加lへると， V4月中の屋久山

上部は未だ白峰んたる雪粧をi麗らしてゐるのが太隅牟ぬより望見された. 又文献に依れば冬

期1に於ては山麓は決して霜雪を見ないが， 中央両地には盟官た降雪があり1丈2丈の深雲も

珍しからす�， 12月より恕4H頃迩は根容のj伏態を保ってゐるが， 之は九州十では本山をJitいて

JO) 鹿児島市より約HOiH1 段�烏とブL�+J木!t":Jとそ隔てる大間協峡l幻突き1ω-�OO川， 医久島止奄美
大島聞の凶;略:S�ト�ffl防宍iま深さ師11-! 2000mに;主する.

]1) 稲作・今村. �久島の研究， その2， r.基HJぷJ与の筑fr実に!鎖するご. 三の扱{If• j也�1![!}�;汗冶8，正日5
-:109 (Hl32). 
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他に見られないとすふ 父安房で190C (2 月 )の温!itを計 ったIl年宮之ii日以頂上では - 15 0C 1[. 

過ぎなかったと27ふ. 即ち1900mの1:':iR-日発lて主Jして340Cのたを見た認でるる.) (3)紙温

は1 �1;.rI1を通じて非常に向く枇惑Hの1月でも1，'，J lOoC以上を示し(.1'.較文2も甚だIJ、で本ぬよ

り北部 の諸地域と著しく異って居る. (ご， 三の蛇足を刻1ふれば安房， 永111， 小杉谷では夫ノシ

故寒H平均160C， 11 oC， 70C， 故l段11王子均290C， 28.50C， 260Cとなってゐる. 1ft.し女房は

品の!Ult:o札永田は持の正反釘側で手laLiÎif:岸であるが， ノj、杉谷はが対主約750mで深いj実谷斜

商に位置する. ) (4) 1 :11'聞の降水線:Iïi:は思った将.えではないが之は出間近くでìll1Jった結果と

考へられる. 印]ち東北斜面約750mの小杉谷研伐所で211'.11日(1929-30)の平均他は慌に80

88.8mmを示してゐるが之は我閣でも異例に属する. 1A.しù'Lの多:庇の降木・阜の原因に就いて

は高度， 傾斜， 風の方向と最k.傾斜i白iの"jjl何等の影響が考へられるが， 此の盟i小杉谷研伐所

は有利tJ..地形にある. 降水況の季節謎化は問所も氷Hl(Jメ封側榔搾)も全く同級であって，

慨して冬季l亡拡〈夏季に多抵で総雨mlと随風Wlのmが共のえ部分をI片めて居る. 此れは躍市

諸品一帯?に見られ， 九州， 来日本と同一型である.(向蛇足主力Hふれば1M，岸の千地では年雨ftl:

2600�3500mmであるが，ノj、+�谷等の山地に入れば7000mm.r'U:の引は持活であるとすふ. ) 

(5)大隅1bf.峡 ， "1:哨刷海峡はMれも著しい試候境界をなし， }.;_隅・隣l!;�雨傘山と鼠久・間二r

附品HlJ， 及び後名-と司1t美t J(l;.� 11111乙は起しい訴恨のだが認められる. 自JIち�I:物n�1j'úiで'，]í:iJ1Jlさ

れ る故袈月平均試 温100Cの等温線は大隅海峡を通過し ， ズーパンが相;ごj'のう〉ギliとの問にÆ

).:.td制系を認めた11王子均200Cの等m棋は吐略蜘海峡を通過してゐる.

次K地史乃王古試候の方而であるが， !ltJ況では次の.;酬を注恕する川:める? (1)「1本列

品がた間現:(r:の虫n創出制を拾へたのは筋3紀以降であって， 我岡フロラの成立を�祭ずるに

常つては共以前に遡るがは先づ/['1嬰であらう. (2):Jt:後も隣市訪山 は琉球列ぬと")I�IL/IJ:::とy(if，

泣と時化を繰返した. (3) J じの1 1 1]， l!ljfr 111:初期lvcはT財'Eのぷ)J!íyri:. n ，j.:ì保存は将く陛化し，

千品の1部を除く全日本列山が)((:をと陸秘きになった'JfがあるとJふ.ぐ4)日本11下品川縁の

ìf:H高地形の誹lí'trc法いて矢古1\1í!ì- .1: "!j;は少くと も地盤が決W11I:米に泌凶itcî:tして中1I釣(1句1-[.400

�800m も沈 降 したと iliベてゐられ る . (5) [i�久山のj也nはん隅!'!�，I，'，';Iζ類似するがO�隅宇

品はhi久ぬとklf�lii]系統と凡なされる花向岩をjLの什絡とし佐多岬J�他の低地lζ郊3組庇が

見られる)，ヲ�挺J..:，品以THとは金〈呉る. :l(J.:，附11，仲良は11(:1ね咽ìfifØ!'Æより甚だ狭< ，[1.つ共の深さ

も後者が2∞Om内外i乙及ぶのに到して200m以下に過ぎない.共他臨んの拙より考祭するに

12) 序言にi}IJI]した三悶名勝間fTには“三岳の絶頂には1�1五月の頃まで， J鈴氷2よあり，…・日本のrl'，

:I，�南方に'l�:iり， 援策の地なれと。も， 兆四五月比迄， 氷3ある有f以て111の悶絶なることf!Ëし・ζ知る
べし， …・・・"と首凶lしてある.

13) 徳田御捻. 日本!1:4WJl!!.31H Cï'í今世院， JO幻〉に解説がある.
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Hi久山は九州本土市部氏凪すべきであり， 従つτk.隅海峡の成立は全く新しいと判断さ れ

る. (6) I!J:明別海峡の成立は大隅1{:判決に比較して退:だ古い!]i.は前rj'jよりも推察される所であ

るが， 多くの県者・は筋3紀11' ......オ諜と考へてゐるゃうである. 悶に生物地理皐上肝要なのは
1&) 

J.�れが故後の成立であるか否かど� i.ふ鮎である. (7)現花木山のr�"I.:J地に見られる寒帯系の極

は勿i治氷河時代に市下したものとュl:5・へてよいであらうが， 熱帯系のものには共後拭温の上昇

と共に北上した極(之氏は胞子・の飛来に依る俳播が存品な部が多く合まれてゐるやうに想像

される)以外fC.tfÇ 3紀以来の迂iイバ直がある:;}i.k考慮する必裂があらう.

Hì 此の7JÇl士約応地j診αfsにt震度、からも推定される. �j也凶f併合氏{土問潟峡の成立を総太Jる主立に千島
列島の成立， 本�H， [到閥， 九州の分断L誌に共の脇島の成立と師長z問昨年期とし， 何れも判官II止と考

へられた(日本:�t物地主!!).
J5) 徳岡管{捻氏lま之を中彩日11末期乃至鮮新i止初JU!と推定されたく同詩D.



。

111. 生物地理準的論文瞥見

本山は間有f:J本�系と琉球・夜間の同系とめ綬術i也帯I亡位置し，和々問題となる品である.

従って本gbl'(.闘する論文は相常TJ:�設に建するが， 六時間有日本y;r�系に入れるf持者と琉球・京

湾の同系に合めるt持者とに分けるtl�が出来る. 此�j・の論文を一々列4�ずるもJi.は本軍の目的で

はない? 近頃の論文若干別問し次いで隠花植物i亡闘するものを*，，'jと詳しく検討したい.

徳間御捻氏は「府系的日本生物地理の[jfillll題(IIIL! 附て専門のllU!í!I亡闘する研究峨く

諸家の報文を券;{gとし， 所謂i1.主閣総(Itl:鴨哨1M:岐を辿泊)と三'右手品(大隅海峡を泊;f�Dとを

11\1題として論議を進められた. 印ちJ\.隅1M:映のJ成1iは全く新しく， 此の海峡t乙依って介;(Ijの

境界をilt1Jせられるのは況は其のTYi北岡地の試依:のをでに原閃すると%へられる. 之に尻して�I:

哨明海峡の成立は遥かに古<. 第3紀'11�躍には既i亡之が成立してゐたと1fふ. 従って常時よ

り取直一帯に桜，g、してゐた熱帯.y!:q1新[1f:illJJ植物が出3紀ぶよりお'ç 4紀にかけて迫り来った控

訴に迫はれて市下ずる!誌の一昨僚となったと考へられ， 此の121沫i乙於て1!.1:1�，�If:十ùJtH峡はより軍

裂な芯:誌を有する. 印lち三宅線は主に�\候慌の境界として意義があり， ì度部i線は之KカIfふる
に生物IMi系上甚だ深い意義があると結論された.

1�) 
Ij.t ;Jþ猛之illi先生は名著「班ill!植物J 1'(.於て“日本植物分布地院のyY-JI民地は毘久'::'h 種子品

でありとの前向と司ít美大JJbとのnlHc作:(1:する火山列}:�， ロノk良部l;'j， n之品， J.!1之':j， • 

主宰はがI'WII1:IC於て新に噴t1\したjJb々であって訪日球と臼本の植物分布地院の連絡地帯とはなら

ないのである. 共鳴め日本間不Jの要素は障久山， 間子山でその分布を:終り共以前には及んで

応らぬのであって……"と�べられた.

小泉訟!;i-"博士は1!1:明蜘海峡が琉:f:f-・�'l:ii':Jの植物航系と問有日・+=lln'j[ïJi系との境界たる:UPi::

Pßlb(され， 或は屋久山とJU""， (及び共の北方)に在って奄美犬山以市1'(.見えない植物， 民主J

K後者i乞分{Ijするも屋久品目北に及ばない植物を列取し， 或は地æ県上， 試11先取上の文献を

ü 1mして1!1:別刷海峡の;む義を強制された.

正宗般敬博士は屋久島の*'W管京植物フロラを大成されたが， 本山フロラに闘しては色々の

frJ!1tより検討して陪られる. と』では同氏の大著“Florestic and Geobot.:mic':ll Studies on 
19) 

the Ishnd of Yakusima， Province Osumi，i の結論乞抄録しよう. 本J;bの植物地翠l\['}WI':If・1'(

世に就いては�It井先生， 小泉博壬と大設なく， “. . . attribute some impott叩ce to the sel 

16) 白出荷の徳凶御稔， 日本生物也君Eの16�-177頁〈渡瀬線と三宅線、参照.
l'i)苧l感11-9， 36�-369， f. 3 (1.941). 
J�) JjLiJIWa物〈岩波笠苫) 21'1頁〈昭和1.0 {f.ふ
19) MCIIl. }"ns. Hci. ぬAgr. Tnihoku Imp. Uni\'. 11 (193品).
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which seperates the two 1sl叩ds， namely Amami-Osima and Yakusim\l."と�べられた.

そして組u政1143組(鎚紐及び品種 を合む)を記録され， 内76%は九ナl怯， 67%はン何十!と，

63%はP4問と， 52%は奄美犬山と共通なるJlf.， 又941簡がHi子山以北に， 803 Hiが奄美大山

以南に分布する取を示し， 屋久品は;!L州， pq同及び本州市部と同IlJi系に入るが， 一方では奄

美大山， �JIJ細及びミf:i�丹と “more ot" less intinHtely lehted" と多少のi接地主結論t乙残さ

れた.
�O) 

次に伊"jtM洋博士の“l'I本ダリ山氏於けるシダ類の分;{fj"tc前l.ï{Uc踊れよう. 之は小笠原を除

〈日本列島I'C;;告するー下附納金142属が如何なる分不'Iiを示すかをと統計的に大観されたもので，

“一般にシダ矧の分布には陸続きである都を必要としないから地史的連続Kは大し℃訴を阻

る必要はない様であるが， 距離も或る純度以上に大となれば分布を妨げるとすふ事は�・へら

れる， 然し殆ど絶知的の文阻植を持つものは温度である"と断定された. 又屋久山に閲して

は“f，�Jほ瀬花植物の分ギIj上底久Jみと奄美大Jみとの聞に非常に著しい限界が存在するおが認め

られるがシダ釘Itc於てはこの限界は大した;立l球主持たないとすってよく彩、は寧ろ屋久JJSと九

州本Jょうとの問の方が幾らかはっきりしてゐる棋に思ふ. fìI'し何れにしてもシグ類は此の貼に

於て例外である " と述べて鴎られる.

身li川数民は共の著Mo時的hh Hepatic3.n泊Australi-Japonicarur九結論に於℃“80u­

thern Japan" (毘久I:�， 種子山より京湾民至る純t(tf. 及び八丈島より小笠原島に至る範囲

を初球された)は一方印皮・.HJ*， ヒマラヤ及びm支に， 他方 “Japan proper" (九州本

品以北 を怠味す )I亡椛按な閥係があり， 共通翫に於ては後者-が優り50%を示し，共通風に於

ては前者・が和主勝れて98% (後者は83%)を示す. 放に “80utheiTI Japan" は先づ市文

側に於て大陸より分離し， 後3J1E球列Ibの分離が起ったと結論された. 又屋久島及び翠間より

ぬi北要素7f置を殻はして岡山i乙:ìj，MII年代があうたと述べてゐられる. 本論文で は展久 島ã::

“80uthern Japan" に合めて論じてゐられるが， 屋久・冊子岡山 を何故邸時・琉球と同一

限域に包含されたか， 相械不明である. 同資料民基いて岡山が立íl脅・琉球のフロラより日本

木.:1:フロラi乙実J1縁を1'iずる�lj.も結論可能と思はれる. がI同論文は京湾より246否fi， 屋久ぬよ

り91部を記録されたが， 之は従ヂi:Niの.!þ乱立内外のものであらう. 又既知の間に釣する考慮が

十分とはすひ難く，計j主新加のiW.í設がヨI'J以される. 此のrs "Southern Jap:m"谷地， 就rll

5:fiÌ'1Jの固有T率は組めて大となった. 故後に前j2ß紙北要ぷとして犠げられたnrï 中L01)!tOziα

20)純物研究紋誌14-8， 523-531， f. 1 (19:18). 
2.l) 印ち羊歯矧の分布(:1;昆虫類のそれと軌をーにする.
22) Journ. 日ci. JIirosllimn Univ. Ser. B， Div. 2， 2， 10'1・298 (1.93生)，自íHll.
2:l) J誌久島には200種以kの苔J31が産するJJçを今rùJ確認した.向先に向山に乏しい南丸刈!の�N血城よ

り2211種を報告した.



‘­e、 服 部 品，'( 物 研 鈴 所 �U )Ij-

。/'iSl1αtα は jElt1Pドlリ1， 他の 2 f，y�は 日 本ヰまF主で あ る �_�f.ろ百fi�j�年l宅の土庁F慣 れ. αsymmcfl'iaα

HOoltIKAWA が越i例で あ ら う . 誠艇はH{北;要議 l'1'ilomω・iα quinq1lcdcntatα (HUDS.) :ßu・
< : J ! と l，iJ - �N!で あ る . 然 し 〆r: ら本論文は全 く H青黒 と すって よ い廷内 . l)lt球主 主 と す る T'1i 日 本
の有知 フ ロ ラ の た制を 19J ら か に した ，!ttlmw:Jな労作で・ あ り ， 今後 も 古 典 と して，1'6 く �'I;償 さ れね
ばな ら ぬ1小Rな論文で あ ら う .

M.'llj'ψt苦� 1'，r，( .I=は n 本i主 [)wllol'tiω・α hh'，9ltlα (SW.)  R B. N. の 守染5色1慨官悶iのf合供;汗?下!数政故.↑性i
F刈l�nl山\1的刊分.両“仙j汁It:ζ酔閥! しレ.ζ 詐制創制11ほな研究 を 滋行 さ れ ， 3次たの虫如!日l き 9卿í!1M沫ミi深架い品が結Jお;県 を i仰!弘} ら れた_ (1) Haploid 
(n =9) は 本 土の有次岩地帯広1íJ�って分布 す る . (2) Diploid (n = 18) は奄美犬山以市 (小gÇ_:fj;i
を 合む ) に 一般的に分布す る 外， 1付1也 に 於て も Haploid 地帯に持関jう五混交 し て 111 々設 は さ
れる . (3) Tt句loid (n = 27) はli�久山以:1むの本 1:にm� ら れ る . (4) :(ï よ り ' H:略蜘海峡がうトギliの
境 界 を な す. kHl't以.1:のþll く であ る が， f在 }fは他の 1 部 j). ncp(tlcnsi，� (TA YIJ・ ) N.〉が本二1:
lζ 詳述K 産するr，J� を 碓め て ゐ る . 此の刷柿111)の閥係はil�だ微妙な も のが あ る が， 辰野博士は
之 iζ到 し C 企1 1Mな る は併を :{i VC ゐ ら れ る で あ ら う か. 恐 ら く 同品I.iJ一種な り と 子?ふrMqf(:1亡
命:たれる ・Ji. と J思はれる . イ吋れにせ よ 上辿 g �r;'! 1ζ 於 け る 染色，1m般の擦が形態_I: It: �II何な る 縫化
を :ll:t -ずかに"命 lえ さ *1"て ゐ な い出Iiは*'i T物 足 り な いえLがす る .

法柿八ì�U�L\:は陪久，':åf})淡ノ'1\1・TifrJt誌 を 湖 町 し，) ifiil主rt: (J< り 陀が 児 り ， 500m 以 下では熱帯
嬰議院 15むが， そ の上jjは袈�il首嬰来が優 る �Jç を 確認 さ れ， 代表的な椛l乞依って共の並間分不li
を 4 帯i乞 分け ら れた. 1i1t誌は一般に汎'111:界.1" ':1分布 を 示 す も ので， 生物応系地理上の資料 と し
て は立:誌の少な い�Jf.は: ?ふ迄 も 放 い.

!!め 1. 1 本自仰が持台第 l.'l. 1凶 大台講演必旨. 右'ú:4勿r}.!維i詰; δ7， -103-必.1 (UH3). 
25) 抑制{土各論珍日{{.
26) 和'i物研究*![:I誌; 10-2， 1.05-107， f. 1-2 ; 10-7， H6-品。， 仁 1-5 ( l!)3ι}・



日

IV. 概 論

1. 屋久島の植物地主H早的地位

昭和1 15 年以降三在者は本山ω許制 フ ロ ラ i乞 22 Hi を 迫力日 したが， 本1i:':jt乙於て は 1:l! I'L 19 1品 1 10

E置 を 新 し く 本山に加へる �Ji.iJqHPI�た. ー方既知の開l乞到 して検討 を 試みた. 共の結果本山ET:
27 ) 

12i類は 24 科， 78 腕， 218 加， 21 縫醗， 17 rf，11 加 を 却す る (�f�-' a去参mO
以下，(îの資料に依って本jJb有知 フ ロ ラ を ぬ討 した い と :.J<j・へ る が， 此の内 JNccα1'<liα 1)αhnα­

tα 及びMIÎJ I I芳雄教授の、H{-'Ji さ れた 2 凪 (Sr.hùfflr:ldla， J>tyr:h.antll7ls)， 7 税 ( r，Cl)idozia obtllsi-

sti pul(!， S c!d・sfochilα C01'lwfa， Ra(['ul(L GOlnlllanαt(l， R， Undberグiω1(/， i'tyr:hωltkl1.� αGU-
第 1 表 段久j;b謹苔J:ì1-l，:é

Fmn. 1'01'clluccnc 1 2 
* 一 一 一

Orù. JungcrlllunninlcH Acrogynuc 

lt'3In， JIuplolllitriucC3c 1 gCIl， 1 自p. PUIll. I，ejctlllcnccac 21  5G (7 \'n1'. 1 fo. 

F31n. l'tilidincωc tl 10 ( 1  fo. Jt'nlll. 1うllllnnincenc 2 lH (1 \'ar. 1. fo. 

Fmn. Lcpidozinccno ;} 22 (2 \'31'. 2 fo・ I 01'<1. JllllgcTlIInllllialcH AnaGrogy・nnc

l?ull l .  Uulypogciuccnc 1 品 (1 \'nl'， I Jo'nIll. JIlII山11ICIlllccnc 1. 2 

1，'u1l1. Ucphnlozicllnccnc 1 晶
Fmn. l�pigonnllthnccnc 7 1G (;} \'n1'. 2 fo， 

Fn1l1. HUl'pnnthnccnc G U (1 \'ur. 1 fo， 

Fmn. l'lngiochiIlIcenc 3 12 (2 \'nr. 5 fo. 

FnIll .  }\[nklllouccnc 

lo'nlil， Dílncnnccnc 

lo':un. l\fctzgminccnu 

'Fnll1， Anむlll'nccac

1 1 
.“ ， 

1 
1 H 

J.'mn. Hcnpnnínccnc 2 10 (3 \'n1'. I 01'<1. l\fal'chnlltblc，; 

Fnlll. 'l'rigotlnnthncenc 品 目 I 10':1 1 1 1 .  Mní'chnntiae(‘:w .t 7 
Pnlll. MnrslIpcIlaccne 2 5 (2 fo. I J.'nll1. 01川l"(�1 I1nta，! 1 1 

J.'UIll. I'hy�iotnccne 1 L I 0此 Anthocel'ülnl山

Fnlll. Hml11 lncむnc 1 12 ( 1.  \'n1'. 1 fo， I }<':un.  AlltIlI)(�(，l'olnccm， 生 &

( 1 ft)・

mi1wtus， F1'I1llαniα J" α111'iwlα 他 1 ftD に脱いて はf-，frll\lが あ る のでIIOf く 除外す る 引 と し， 76‘

凪 210 HOr.就いて 先づ他地域 と の比較を試み る ( i:fç 2......4 去 )，

tí� 2 決 共 illl 郡

木 :1:
7 :.l  (U 5 �'u ) 

l �H  ( H お 9(1 )

琉 球 ・ 民 跨 | 印 皮 ・ 応 対ミ

附 仁川 !の | 日 :l (tl :l !!，， ) 
1 2 ，t (5 U !)í， )  I 5 0  (�H .9，， ) 

北 }.IJ 総… 一欧洲 (地rlt潟泊iF3f除 く ). シ ベ リ ア， 北米 t合衆岡市部及び ;1 .，. シ コ セi徐 〈 可.
木 ニ1:" . . ・本少1-1 ， I沼隙1， ブL�'I・l く{of(ごH�;・ 小笠Jlj(!;:;卸会 く ).

ljiè球 ・ 政問h …司1:t美大ぬ よ り 誌慢に至 る 阪域を合め る.
印皮 ・ ，1Jl来・・ …氏z院に川ひ， 印j的活発E・jf;品. ïfj主主:�n;の ア ジ ア然ti?郊を合.め る.

日7) 内新脳 :l， 新組 15， 新華きfd"ï ') :J， 術品種 J.G 守 合み， 又研 1:1 ìド涜 1 fJâ 5 Hーがあ る.
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第 3 表 南限極及び北限極

限

2 (2.7 ));) 

5 6  (1!7 ))�) 

第 生 表 岡 ギi 極

北

a (J 9ó') 
1 0  (5 .%) 

限

度 久 島 | 段 久 島 及 び 本 土 屋久島及び琉球・綿

1 (1.:1 %) 
1 5  (7 .%) H (2 2 9-';) (j (:J !hn 

第 2 - 4 去に 依 り 本 山がオサ1'1， 凶 隊1， 九ナi'I と i司 k�系 i乞凪ずる ーJf， 従ってl! l:略明日j榔映が分千li

の境界 を な す.�Ji.は lijll僚で る ら う . J1tの数値は 正宗般敬博士がr!�j/'!j�植物tl: 依って�!} ら れ?と結果

よ り も 遥か !l:!係然た る も のが る る . 然 し乍 ら 之 に は前・12に も iliペた如 く 琉球 ・ �fi�時の背類 フ

ロ ラ の調貨が不 十 分で あ る 舶が た い に 影響 して ゐ る も ので， 従*llõJ地域 よ り 記録 さ れた百類

の総数はiíf�S-の換想、す る 'tf注目:蚊の 1/: 内外に過 ぎ な い， 就中 本l品 と I!J:喝蜘t{t}.� を陥て � ;ftf 
到する 守lli美 ノミ品 に は現拍:倣カミ 43 fÆ しか知 られて ゐ な い. 次に東亜， 特t乙 支那 k陸の存類 フ ロ

28) 
ラ が殆 � nll'黒に近いヲJi. も 見逃ぜた い. 従って琉球 ・ �.. �iも普及びア ジ ア )..:. 陸 と の共通種は 今後部j

査の進展にクれて 次第に哨加す る で あ ら う . 恐 ら く おíÇ 2 表Þlt球 ・ �ti'苛と の共通$は届iと 於て

は本土 と 伯仲する fl:::f. り ， 極fl:1Jさて は 少 く と も 70%に漣ず る で あ ら う . 又筋 4 次4':品 と 本土 と

の特産:極は;持12t減少す る で� (b ら う が， 他に比較すれば依然著 しい懸隔 を 示す と 者へ ら れ る .

最後に 本品の間有Z与に就いて --: r したい. 本品の聞1J紐は 15 睡で匝i有率は 7. 1% と な る が

(国有属は無いが之 は 也・然で あ ら う )， 此の数値は他地境の澗査に 依って 多少減少 し， 或は 10

種内外， 約 5% tl: ;:iさ着 く ので は な いか と 考へ る . 1JI' しがIれにせよ 本山が九州に極め て 近ν.Ij、

品 に過 ぎな い�li. を 忠へは・， 此の国有三容はi!主だ.顎者:で あ っ て， 本山fY耕 フ ロ ラ の特ttの}端 を

示す も の と ;Jgへ ら れる . f{ù之 に閥l師 しては次に項を 分ってiliぺ る .

ヨえに郁 5 去 を 問題 と す る に， 北il1�属はlij持 主 まさj淳氏阻分 さ れて 民 るが，
〉

総て熱帯乃至南方要

素で あって分布 も 蹟いか ら ， と れ丈では吐明則 ・ k隅刑m忠良の優劣は論 じ1.1&い. 一方市i恨風 .

は司lli美 J.:.k'hに な く ， 屋久I:h 2， 市九1・1・J 1， tl: 過 ぎ な い. 一般に r�:J等植物に絞ペて遥かに分ギliの

蹟いf'iJ9'iI乙 於 て は ， 北方系諸凪の た部分がm:i母のidi 山 (或ひは シ ッ キ ム ・ ヒ マ ラ ヤ等) f<: J，!. 

28) ア ジ ア 大陸よ り シ ベ リ ア ， ト J� キ ス タ ユノ a ベ ル シ ヤ以西1:'�，f.� 、たj也械を似にjJ!mI と して本お と の

共温程を求め る と ， �t.jill底 70 く93J�)， 次週極80 (38))の と な る. 共�ill極の少いのは前越のjlZ悶

に依る も のであって， 恐ら く 質庄の争政よ り 紛 z 優る程度でゐ ら う .

誌の 1径三定人;烏の北限 :J 1151土同地カ可jíiS!!bの如 く Hiか t:1簡を記;..�され・ζゐ る に過 ぎない罰11;1:考慮すれ ば将

しL ‘ も のがあ ら う .
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第 5 表 悶pl{溺及び北限踊

九 州 本 島 南 部 I Ii� 久

l'cùinophy llulIl Ncotrichocolca 

'l'richocolcopsis 

Chiastocalllon Isotachis 

応 ! 奄 美 大 島

Aùclanthw戸

Jnckiclla Lcpicol('a �Iastigolcjcu nca 

北 限 脇 1 :hlastigophora* 

l'lagiochi l ion 

ThYSllllanthus 

1'1cllrozÍII・ Hchistochila 

(父oopsi討}

勺 大凶洋岸ではア イ ル ラ シ ド叉l土 ス カ Y ヂナ ピ ア 宮北限 と する.

乞oopsis 1土屋久島に知 られず， 種子島すて北限 と する .

l'jagiochilion (士八丈島に も 産す る .

1 1  

11\ される筋， 23i 山 岳のj!\�い奄美 火山は 勿論， 2000m �z:.;!illん た る 山 岳を 有する民久 山に於てす

ら北1m組系の市lí}HiJはイf11:しないので Sう る. 郊 3 ま l'cclinopAyllωn は雌松には初i北従来 と

は i �.へ十， 11.つ今後支那共の1也の γ ジ プ }.:， 陸に渡比 される�j(. と{才少る， N col1'ù:llOcolcα， '1'1十

clwcolco Jlsis の 2 /g5は従 は 日 本の特産凪で あ って ， 之が屋久 L'JJ 主 TYiílH と する�ji，は側め て京製

で あるか ら 以下少 しく 附脇氏就いて説11)] し た い .

Neotrichocolea. ( 本樹氏於て提出 された 新路 ) 及 び TrichocoleopsiB は共に PliliclialJc(切

に凪し， 前村は '1'1'icllOωlcα， 後手?は l'lilicliwlt K近総を有するが， 何れ も 依 り 知の ない特

異な形態 を有するJ';L担凪で ある.. .Ncob・iclwcolca はオサi'I， 凶閣， 九ナi'Iの特産で深い原生林'11

の撰岩に， '1'1'iclwcolcopsis は此の 外if'f�'I'I &:;及び朝!\'下 ( ビ、J!.- マ よ り の記銘 も あるが之は撰11\1で

あ る ) に も 分布 し， 前-羽・ よ り 尚所迄生育し， 岩， 関*， 監の斜面等に群生するが， 1!iκ高所­

K 至れば L'tilidillllt ( 日 本Ilfl:jK Ji':.' -c は 九州 久ft:llJ を 1Yil拠 と する ) IL�lの府主 ii覧る. ンf.:ぬで

は前脅は小杉谷~花の江川下方 ( 高度 900-1200m )， 後お・は 小杉谷上方 ~宮之�Ilìr.i\への登路

( 高度 1200-1700m) に生存する.. i淀川I J;日E 林 と よ�.:jい 山脈 と を J 年つ皇内は此等剛腕の棲家 と

しー亡 十分な依1'1ニ を有するやうに思はれる. 印l ち諜iきすには G!lmnomitriwll， ]JOphozia， Sphcno・

lobu.�， 1'l'ito1nm'Îa ;.射乙凪 し， 一・般にíJ加己1'14凪 よ り M! I乙 t:jJ列・ 主選ぶ紙北必*�， 戒は氷河時代

の迂Hi.極 と 見 ら れる も の， 又は Adclantlw.�， AIlαti1rCl)1α， .Anα8lroplLyllum， Gymnomii1'iwlt 
:\1可

revol叫'U11l，
'

Plcw'oziα 等に風 し， フ ロ ラ の成 ぶの新しく な い引 を 物訴る と ・巧・へ ら れる も の 等

が生育 してゐる. 一一ーに も拘は ら や .Neoll'Îcltoωlea， T1'iclwcoleopsis は屋久 品 を以て分布の

30) ��留守訪をの 宮 部 Lopltozia dcr.，rrcntia JIOJ\l1，'\ \\' !、 及び L. rotundijolia JIo!m， ， I主何れ も Aπー
田Ircplα. οrC({I{CI1..i.. (II( ) ( )K ， ) HnnFF:s'. の純時内に ー人 る も の であ ら う .

3 1.) 桜熔干特与E箆長の tυ叫J内如!l1ρ111附，刈川t日?加uω仰)1川11川，
|ト.ij一極に凶旬j-る.
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r有|肢 と して ゐ る ( 従って此の 2 風は恐 ら く 吐l邸刷悔映の成立後分化 した も ので は な い だ ら う

か と すふ想像 も 可能 と な って*る ). 1M隔廊共に胞子ー を つけ 刻I!いが此の'j4I:í'fは特に前者ーにi1_� し

い. 之 t乙 生育す る 環境w も �出:に入れて， j羽風特fL Ncob'icllOcoleα はilli隔の地へ体抗lt し現I�

い と �・へ ら れ る . 之が本山 を本・1: と |司l�系 tて 合めた根械のーで; �う る .

以上本応が 日 本本ニL:1M;.系K踊す る ，tf. を 説明 したが， .f1i に そ の詳細l を 検討 し よ う . 本よる と 4.:

:とのみ に 産す る 47 柁r! 1高地生の紐 を 探せば Neob'iallOcolca Bi，�scti， J'u71gcnn(lll ll. ia 111仰ti-

colα， 8cαpαniα αmpl'iαtα， 8. pα1'Vitcxla， Mαl'supellα 1Jα.I'vile:官tα， 111 ・ 1)，�Cl1(lofllllclci'i， .M .  

tl1bulosa ， 8 t白l'ep戸8i仇fμejμCU?ηle釘Cαtハ?叫uω肌?ηulの1'8“li如pul“tα4 等 8 1加恒 を i恥?科t財けげ. るゐ.、恨.

闘す る l限恨 り オ本4叫L山，3bのi向j，山印.1可':j地が本j土:の向地 と |同司系統K凪す る ゴ引t を 示ず も のでで、 zあう ら う .

共の他の39 加は A�1{-ß�t".l1� ，11み と 腿辿紀地方 と の特;;T]if[で あってÿf，吋'!i:. l000m 以下の 山地K�t

育する も ので あ る . 印 ち B(，α仰tαZZClα7η別Fυiα fl“fα仰tω官ωo-v凶ilγ'C仰Jηl，qん， R. ld'l川t

Lopltoc，ωolμcα ][0仰l'i必.冗kαω.11ω'町削〈αω't1ηtα仏， J)マlc，αt夕iωoc!til α 0ωI'bi必clllc“fα(11γ'iμ，q， 8(!ap α lli α z.iglllala， GC1Jlwlozia 11 i-

目pp01ηti必cα叫， ιG. ZOOPsl'ωoide，q刊， .111 α ?γ.，qU pcl{ α y α bl8hi11lC1Isl“「じ示入，q人Q勺， H(白1cllllα obiclI ‘，qi、、狩む， .:1れl'chilC.iCIl川tυIIC<“t l..iれ1(-

s拘hわiαω仰11α仇， Gωolωolc，μ11川ICα d巾ω6ω仰J川I ticulαla， Ih'qJαlIole.icllllca ，qcl'l'ulαla， I，C1Jloco[ca Hoì'Íl.'α1('(( 1 1((， 

JJ・ Yos!tillα9α 11α， 1If.iCI'OlCjl'U1ICα 1'01 ullrl.isl i lJlIlα， f::Ji'-C7ISilc.iCIlIICα 11 11JIJOll Ù'<I， 811'. 1)718i­

IIα， '1'α仰向lcjc'll llcα VCl'dOO1'II ù'， J" 1・u[[all ia αmplicl'(l llia， F1'・ rlú'CI・sill':rta， P'，-， htgoshi-

1IIellsis， FI'， frl al�illo(t11α， FI'. 11I010yα11α �S; 24 閉が数へ ら れ る . 此の羽(ft: 料品及び1}�辿紀地

方特庄のf民地生有類の 多 い ・J � は 本.:1: 内 i と 於 て も 特l亡 j<HJ也がiW接な知総 を 有 す る か ら で あ ら う

が， 之に はJ也 史的側係の外に温度， 泌lit:-!jiの試象傑('1:が�1 I '，::r，'影響 して ゐ る と 巧・へ ら れ あ . l 'iJ 
Uiに して 4�，r;jが製i車紀地方内で も )L�Hrtj古1\ ;亡 1中j拡ーな閥係 を 訂す る ・Jçは;�r.ろ 12然で あ る .

以上iζ田明げた�jili紀地方 と の共通ft[ p 1 l Iq士 本山の 外)Lj・i'lHr印 式: 1ζ 女11 ら れ て !計 る も の も 出 T

あ る . 然 し乍 ら 今特に強制 したい の は 1�11:1ï と ん隅小山 と の近紘iζ就いて ピ あ る . 一例 を ��kげ

る と ， 本山に産 しな い Bazzallia Pompcallα で あ る が之 は >1.:州 r ! 1市部 よ り )Lj'i'l にか け て 将泊

に 比 ら れ る 恕i普及本土産� Bαzzanlα の 代ー衣組で ëb る . :ít;!{'は之 を 日 rítJ [崎市部一一ぷ11i芯一­

;'($砧山一一N日間以に採集 したが )\.隅!J�I，ゐで は認め なかった. Iがl�応で は 又 Hω'lJ(tlc.iCll71Cα

illtel'mcdia， POl'clla 108ωtα， PI!Jchωttlws Sll'iαt Il，q， J，cplocolcα longilobllla， '1'αCIl1・'OlC.iCII1lCα

floCC08ι 等近接地域i乙比較的盟'j;\'t z: 生存 す る も の;:!j; を 掠1)111'. ?於 なかった . 地 史的 に }，.!.・ζ も j， ij

系統に凪する 花尚治i亡 依って構成 さ れた ん附小山の l;t'li四は ?þ kl長久J:b lζ類似す る !!.出が あ る .

之!Jtfi・岡地の近縁関係 K 就い て は 1，�Jfín 々 の角度 よ り の巧-燃を 侠つが恐 ら く じH・者の闘係 はJ也1"(11年

代に 由来する も ので は なか ら う か.

次1'1:'4ザbf乙 於 け る ニIt方悲帯嬰ぷ・ と 1・�，j方熱帯型紫fL 就 い て 辿べ よ う . 北方系の主な る も の を
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場げ る と Calypogeiα T1'ichomαnis， Tritomαj'lα c:"Cscctα， Diplopltyllum αlbicαns， D. ta:â­

fol向m'X.， Scαpaniα 130lωtdcri (var. !)， S. undulαia*， Odont08cltismα daωdαtum (var. !)， 

Gymnomitrium cOl'alUoidcs (var. !)"* 等が あ り ， 約 1000m 以上の渓谷乃至山頂i乞生育す る .

内 (発) 印 を 附 した も の は本 山 を 北|混 と す る が 他は総て蛮湾の高地に迄分布 し て 居 る . 前掲茸5

3 去に依れば本 島 を r?;jl浪 と す る 極は 56 の多 き に述するが内 47 極は本土特産極で、 あって本山

を H，j限 と する 極北要素は意外に少い. 然 し 乍 ら 九州本山南部に於て は更に甚 し く 同地域1'L17

OOm 以上の高 山が無・い需に本山の 山頂部IC 産 す る 古討.8 T?'itomαriα cxsectα， Diplophyllum 

taxifol向m， Scapαniα uncl-ulαtα， Gymnomitriωn C01'αllioidc3 等 も 既に見 られないので あ る .

次にl何方系に移る と 之 はl指名'l'Li校ペて遥か に 多 いので代表的危極若干を 場 げ る に 止 め た

ν、. Lcpicolcα 8colopcndj'α (var. !)ヘ Mαstígo 11!Wl'α diclad08， Chiαstocαulon dcndroidω， 

Yαgiochilion 131'αuniα附8\ Pl. 0]lposítU8， Radulα αcuminatα， R. cavifoliα， Drcpanole­

jcuncα dαctylopllOrαヘ Lcpiocoleα fαncilobα (VJ.f. !)，  Loplwlcjcuneα αpplαnαtα， Spruce­

αntltus polymOl'pltu8， S. 8cmÍl可3αndU8， 7'αcniolcjcunca floccosα， T. perαJfinis， Thysα・

nanthus αculcαtU8， Fj'ullωdα Mcycniαnα， Mctzgcl'Îα L仇dbC1・gii， Riccαrdiα lobatα (var. 

!);.;. ;1j;. 内 (勺 印 を 附 した 4 f.!fiが本 山 主 北jIJ� と す る 外は拍 ど全部九州本よるに見 ら れ， 又共:の

過半数が1111岡乃至紀伊宇品に迄分布す る . おí� 3 安本品 を 北l恨 と す る 10 極の中 で 6 極は琉球・

盛i緯の 間有種で あ る か ら 残 る 4 極 (ï1íj辿 (発) 印 を 附 した も の ) が純熱帯要素で あ る .

以上要約すれば次の如 く tfへ る で る ら う . 印 ち本山は 九州本よる よ り 一段と 熱帯要素に 富む

が， 之は主と して本島の北， 大隅海峡 主 主主惑 月 ( - }1 ) 平均 100C の等温線が過ぎ る 思Ijl'L 原

因 す る . 一方本品の向地 に は 相官寒帯要訟が生育 す る が， 之は洪政世の 寒冷な時代l乞山下 し

た も のが本山の高度に幸 さ れて 生存す る も の と 1��躍す る 与が出来 る . 高度 目OOmの霧島:kÜl

鮮戦闘獄主主主高 と す る H，j九ナIH亡於て は 既に前述 Triiom俳句 CX8cctα， Díplophyllum taxザ0・

lium， Gymnomit1'Ïum C01'αllioides �1Í'は見 ら れな い ので る る .

*君主に於て は 主 と して本山の植物地理皐上の地位を 考究 した結果， 本 山が 日 本本土直系に

入 る ll�， 従って 日 本列品i亡於 け る 哲北�S と 東洋匝の境界はI�l:鴨蜘海峡 を 過 ぎ る渡瀬線をと以て

五官? と す る 部 主 説明 した. 叉本L.bは本ニl:匝系l!t H，j九州就I�t 大隅(-I�.�'.';tC近縁を 有 し， 斑に熱帯

嬰来i乙i:rむ一方， 高地に は 寒帯要議及び4.:土白地系の極が あ り ， 本土の向 山 と 同系統 と 宕-倣

さ れ る !Jï. を 述べた. 次に主主 を 分って本品帯主íì・ フ ロ ラ の特性を 考察 し よ う .

32) 之はよ り 符j /j， 印 ち事長湾当}・に向山がある沼であって先に言及 した.
83) 陛久島を北�l� と す る :l fifi及び Iρvlto1ejcnneα 叫pplanαt日 (:�:�:に箆す るヲ の 5 ;Nìtr除け'f全部;九州

氷山南部に滞. し， 内 jlfa.，/ igo plt仰い1ir加10." Ohia.çlo何日Llon dcnrlroi(l('，，�， l'lllgiocltili，仰 opposillU
C侭 し八丈島に も 琵する)， Iæplocolca lanriloba\ TlIy，çananlltltç σ何lcal加， F問lIaniα jlleycnianα&

， :1: 同地を北限 ど l" る ， fq L 内 (勺 I;(J合附 し た徳i 土 問凶�rl;に も 後見 さ れ る可能性があ る .



1品

2， [-せ久島苔類 フ ロ ラ の特殊性

本山芥完fi フ ロ ラ の特性を ;汚究す る に 1な り ， 本山の特殊性 を 今一lit嬰約 しJl.つ著 し い芥類若

干極に就いて簡単に説明 し て お き l比い.

本山が黒潮に洗はれる小山であ る 市且つí:':i Il J ./Ïf を 有 し 平地に乏 し い お が 抑 1 陀 指摘 さ れ

る . 此の矯4�品は (，1:'絞;Y::の小 さ い温暖な海洋性の試{民 主 有 し， JI.t* Jj 平均 100C の等温線は本

品の北， 大隅海峡 を 通過す る ， i:日設は特に 山地にi!主だ しい. 従ってi必!1fー も r::;j く 1:.:J地に は1;.:霧
;)4) 

の5芝生が多い. 又7kiJ;;!I'C. 7�;み 山 q l 到 る 所l乞湖水 を 見 る と 守ふ も 泌すでな く ， 相 主 .11三坦な 山上l亡

は1]、i始阪が授迷 しーて澗特定r:!，日:持制=諸色形成す る ， r晃符は 水:lil: vc. í;ïみi栄 く 伎蝕 さ れ， 防{生林は

瞭然と して 私わす出閉 し， 従って 兆の徴ぷ{院内のi係lJtは湛tf.大 と な り 試温 も 11-続車II さ れ， 総有共

他の荒生植物の 烈 '{;rな強生 に資す る m.が大で あ ら う . 冬季に は Ifd地 に 多量の降�を 見 る が，

特に此のも，'t零が"1'米 よ り ��Wf迄�1��の欣)活 に 保たれる 引は 山頂の昨:FJ フ ロ ラ を 凍死 よ り 保謎

ず る 上tc:rf(犬伝官能 を 有 す る . 本山が夏季随風の逃路に あ た る ・ji， も l[!:ねて指摘 したい. 之 は i何

方 よ り 胞子が飛来す る 可能性に も 闘聯 し て 来 る . 本品の��岩が拍 ど 典1F!的般性・2また る 花向岩

よ り 成 る ']1:も 再び必i訓 しgi-ぃ. 本山の特殊な試供下に 於て は花尚岩の風化， i'j，機物の関槌化は

)i保持類の若生必物の p，H， を 自主性IC 傾かせ， 或(:[[のす干の段位 を 助長 す る !メ íflifl!HiTiの生イ子 を 妨

げ る 一因 と な る で あ ら う . 次に押 く 悲 しい背却に就いてf)tj}'fl l乙説明 し後市の主H併に貸 したい.

Isotachis japonica (Ptilidi(((;Cαι). 盛I母 ど 本山 の み に 生育 し， 脇 と し て は本山が北1Il�でま〉

る . 赤色 ・ 大形の極で海抜 500-1800m vc. 盟 宙に強生 し ， 山上に 於て はi始原に ， 湯谷に 於 亡

はi始岩， 踊れに7k* に併生す る . 本山千!t;矧の優 占極で あ り 且つ代表者-で あ ら う . 所が一旦大

隅海峡をi皮れば全 く t診を ひ そ め る に至 る が， と れは本騒が遺イバ'ili物の一つで・ あ り ， 水品が共の

生育に埴ず る 1此北の地 と ijj-へる タトは な い， V. SUIl I FF�I<;n (1895) は 1�鴎vc. 25 fÆあ り ， 熱

帯乃至i十円三球の容帯に分布 し， l始地 又は i必岩 l亡 生や る と 辿ペてゐる ， F， S'l'.li�PIlANl (9109， 

1922) は本属 69 極 主 iì�，il成 したが共の大乍は市米， ì長洲 "!jiの市斗=球t亡|浪 ら れ， ア ジアj奈は ヒ マ

ラ ヤ， ジ ヤ ワ 及び我問 よ り 弁 1 紐で刊か 3 般に過 ぎ な い. S'l'i'; 1'1lAN1 の新極Itrie授は有 お で‘

あ る が大仰"j�局分 {Ijの大綱 を i説ふ!Ji.は 出来よ う . 紙北嬰議 Plilùliwn 1乙町立する 本局はl市

制周縁i'C.分化殻述 した と 巧・へる のが安官?では あ る ま いか. 之に闘 して TII. HERZOG の名

著 Geographie der Moose (p， 203) に是非引 11] したい記 引が あ る .

“ Isotachis bewohnt auch wärmere Lagen， neigt aber nur im Gebirge zu Massenwu・

3品〉 前l こry JJfJ し た三間名勝間合に も “ …， . Illlfrの!f��W主， 祭器常に祭僻 し て， 衆獄陰晴生気 にせ り ， H

と あ る.
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chs， wo sie zum Teil in Sumpfformationen auf schwappenden Mooswiesen mit Sphag­

num z凶ammen eine Rolle spielt. . . .  Auch Isotachis， dia speziell in Südamerika sehr 

stark vertreten ist， liefert auffallende Gestalten in bunten Farben und ist bemerkens­

wert dadu町1紅rch d白as鑓s s討ie zum Teil mikr叫he町rme E回lementωe au凶1おsgeぬ，bildeωt hat， die z. B. in 

Patagonien bis nahe an die Schneegrenze reichen. so 1. integl'ifolia n. sp. in herb." 

上の引Jjj文 よ り 見て も 水島は本質的に南�I�球要議で る り 且つ 相官袋冷に 耐へ る おがわか

る . 恐 ら く 地Ti時代に北方へ減遣 さ れた使者の 1 人が本山及び援部氏残ヲて現在の l.jαpo・

nicα と な った も ので あ ら う .

Jungermannia Fauriana ( Epigonant1tωcac). ílíjf症に闘l師 して 簡単に説明 して沿 ( . 附紐

共 Sphagnmn と 共 に本品向l6-i鉱脈の主喪主主構成分子で あ る . 通例紅色 を 韮 し， 本島 と iff州

品のiOi地に特産す る大形の極で るって， ヒ マ ラ ヤ r:r�の J. PW'PU1'αtα MI'l'T. に甚だ泣 く ，

北方系には全 く 泡1�主主 見な い. 本山 fL: }jき で は 111 �\f>以上のi布地に限 ら れ， 渓谷のi偽岩 (稀れに

7.krl1 ) に も 群生す る が 山上のiAM京 民 間í;n亡生育す る . 割悼の九州本土 に は全 く 見 ら れす�， iff 
州 島のi!M��山 lL: í者ず る ，']1.は 本紐の!f-Y'i't を 示す一方， 附ぬの類似性 を 物，iEる も ので あ ら う . 附

ぬ と も に股Vftの影響主 交け J1.つ2000m 内外のtfJj 山 を 有す る 小 山で・ あ る . か h る 環境の類似性

は期花植物i乙 於 け る よ り も 一段と 似ぃj�t��型を 持制の分ギrilL: 及ぼす:i]i.は挽ひ を 容れない.

Pleurozia gigalltcoidcs (Physiotαccac) 本j:bの国有臨でjも そ 1400m 乃至 山頂に生育 し，

主に ヤ ク シ マ シ ャ ク ナ グ の樹皮 に着生す る 赤色の美 しい胞で あ る . 1 科 1 鴎で 凡 そ 12 極が合

ま れ古来食品芥類 と して.fí ，:�:jい. SC1 IIPFN 1m (lSÐ5) に依れば 12 f:illあ り ， 樹皮 叉は島等に

着生 し， 内 9 肢は前熱帯に， 1 f:直が欧ViHL:， 2 極がm米に分布 す る . 欧初i fL 於 け る 本属唯一

の代表者， P. pW'Pω・cα (LI<UI'l'P.) LIN DB. は掘岩に着生 しア イ ル ラ ン ド よ り ス カ ン ヂナ

ピア の大西洋沿岸 (l段流の影響 を 受 け る 地域 ) I乙|眠 ら れ且つ不述観的に ヒ マ ラ ヤ， ハ ワ イ に

分宿す る も ので， I司極が本質的1L:Ï(i熱帯系の逃干j.極た る 'i]f.が想像 さ れ る . 太平洋沿岸に於て

は本Jみが本科の北限で る って， 他t乙�i'舟に 1 極 P. αl"CUαtα HOI�IKAWA が分布す る に過

ぎ ない. 然 し P. ω'cuαtα は J>. Pω'lJll?'仰 に 甚だ;丘 く 見方 に H<つて は後者・の純略IÃJ fL 入 る

ïlJ き も ので あ って ， 本紐の近縁極は遥か熱帯t乙分布する P. gigαntea (W 1m.) LINDH. I乙
3r.) 

求め ねばな ら な い P. gigαllfcα は熱帯?に腕 く 分イliす る 署名 古l: Hiで‘ 主 と してí.W帯林以上の正:i

35) W. 1\nT'fE� in Journ， Proc. Linn. 80r， .Bot" 5.. �l (1861)， 
納 税制本の護法には気温のみな らず綴度の大な る�J附た く 可から ざる(tt(!f と なる. ー般 に抗措林l 士

ごl'良普通jji諸説iit湾哉の空協許禁容器ば護法主将主総 ?線認どL総説会
下限l土 ポ ナ ベ烏のま11 @小ぬでは 品50m に下 る が. ボ ル ネ オ， .::. ユ ー ギ= ア の如き 大島でl主 1000-
l:!OOOrn が一般であ る . 之Tそ 引をり}凡tて も 誌Y惜背l林本の E波受主迷齢告卸治が: 主朱筑L正{劣象:似依 附E併F件F と 5特名f滋接なl附h鍋員係を幻者{付 付すす- るμ 制�J
る . 議湾問i11)， 紅州艇等にLt.Wかに見る 河 さ・ も のがあ る と 2・ふが， >>Ill{�的な緋苔林l土熱併以外に
は見11Iせない.
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地に生育する ... 在著の調査 した = ユ ー ギ = ア産苔類資料に於て も 本極の産地は サ ラ ワ ケ ッ ト

山 ( モ ロ ベ地方 ) 約 3000m の Mωsy bush で あった・
〉

本島特産の P. gigαntωidc8 の生育

環境が前述 P.. gigαnlca に知似 し， 民 主 雲霧に匂 ま れ る 高地に限 られ る さji.は注 目 に値す る .

恐 ら く 雨者祖先 を 同 じ く し乍 ら述 〈 本島に隔離 ・ 保存 さ れて遂に孤立極 P. giganteoiclc3 �t. 

分化 した も ので ② ら う . �鴻 ・ 琉球に無 く 濁 り 北1;1�の本山 にのみ之が生存す る ::}i.は環境の特

殊性の一端 を 物話って ゐ る や う に見 え る .

上越 8 越が代表的訟 も ので る る が， 以下簡単に顕著な種を列車 し よ う .

Bazzania trigona (Lepidoziaccαe) 及び Jungermannia cyclops (Epigonω�thαccαc). 何
れ も 本島の国有種で あ る が シ ツ キ ム ・ ヒ マ ラ ヤ の特産極�Il l'l: 夫 々 近縁極が見lH さ れ る . iHS者・

は 山上の岩石に， 後者・は渓谷の繰岩乃至7](rll に 群生す る .

Cephaloziella recurvifolia COcphαloziellαceαe)， Cephalozia hamatiloba (Trigonαnthαceαc) 

及び Marsupella yakushimensis (M arsu pcllaceαc). 何れ も 同属中故 も 大形のーに属す る 顕

著主主額で従来本品特産・ と なって ゐたが， Ìi比近筆者に依って九州本山又はヲ!t美大島に迄分:{ri闘

が鎖大 さ れた. 然 し共の渡生は極め て貧弱で あ って 本島の如 き 旺盛な 繁茂は全 く 見 られた

ν、-

Anastrophyllum yakus】umense， Plectocolea flagellata， P. yakusimensis (以上 Epigona-

nthaceαe). 3 極と も 頴著な特徴を有 し， 内前者・は既出 Plcurozia gigαnteoide3 と ， 次者は既・

出 Jω�ge:l・mannia cyclo ps と 同様な環境に生育 し， 後者はIJ、杉谷上方の水中 に のみ見出 さ

れ る 等注 目 の債値が あ ら う .

到agiochila crassite玄ta， PI. semidecurrens 及 び PI. yuwandakensis (Plagiochilαceαe). 

前者はー畑憾の特殊な Sect. Peculiαm SGImFN? に凪 し支那， フ ィ リ ツ ピ ン師連続
3D) 

的に分布する. 次の P. scmideCU1'rCn8 は ヒ マ ラ ヤ ・ 雲市系の種で本山で は よ く 護法 して ゐ

る が九州本品以北に は そ の 1 鑓種 (var g1'ossidcns) をi辰也する に 止 ま る . f�・後の種は裕美

大島特産で あ ったが本品心臓部のJj、杉谷--�ÿに var. groslJcdcntαtα と して匪別す可 き も の

が旺盛に繁茂する 外， 稀に封岸大隅4豆島に於て貧弱 Î'I.殻生が見 られる .

以上の如 〈 本品は多数の顕著Î'I.種 を 戴 し而 も 此等の大学が盟官Î'I.設生 を 永 して ゐ る . 叉そ

の 多 く は本山間布溜で あ り ， 共の他 も 分1Ji上注 闘 に他す る も ので 喜う る . 所が1tt告の九州本L'1J

南部に至れば之等の種の え部分が最多を設 して し ま ふ. 前述の如 く 屋久島は 日 本 々ニi: フ ロ ラ に

37) 加川芳雄教授はポナベ島ナ ラ ウ ト 山よ り 本極を報告された.
3tl) 11'';'趨 と して取扱ふ可を も の と考へる.
39) 九州本島 ( 1] 向〉 及び間四 Cごl:{t.:) に \'ar. l{αkaianα が分'(fj-J-る.

Plagiochila crassite玄ta HTJo:I'((. \"'ur， Nakaiana (日. J[A'I'TOlU) S. II. stat. no\"'. 一-syn.
1'1. Nakαiαn(L S. JIA'l'Tom in Bull. 'fukyo Sci. 1\[115. 1 1 ，  58， 仁 叫 ( 19叫.
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屈 し且つ市九列・! と 最 も 近い闘係に あ り ， 共の問 を隔て る 大隅栴l淡の成立は 相常事f し い と 判断

される . 大隅宇品のf.Yf端 ・ 屋久島聞は!Ttに-3��帯水で る り 阿梅映の深!立 も 100m 詐 り に 過 ぎ

な い . 以上の3事ç't賞f と 展久J島品子再-

でで、 あ ら う か ? 之に3霊針�吋t して2筆f在E者lは主ヨ次たの如 〈 考考.へ る のが最最. も 自然で あ る と 思ふ. 自卸H ち上述の箸

しい干有干類の多 〈 は遺干存手在極iでで、 sあう り ， 近接地 に 於 て は環境の不利 に依って殆E絶誠 した も ので あ

る . そ して共の絶滅期は 大;隅海峡の成立 と 相前後す る も の と 考へ られる . 叉右の著 しいち.類

に は南方熱帯系 と 看徴 さ れ る も のが多いが・
〉

此の中 に は第 3 �田 (乃至は共れ以前) の遺有・種

が合まれて ゐ る �çで あ ら う . 筆者は此等の極の示す形態， 生育する 環境及び分lIH決態 よ り し

て 新 〈 推論す る . gp ち屋久島苔類 フ ロ ラ の特殊性， 前iい間有率は地質時代， 恐 ら く 大間海峡

成立前後Ir.遡 り 符， る i司 &1;の窓ま れた環境保1!1:1r.�左 く も の と 解鶴す る .

以上本島の有利な環境保f!I= を 払測 したが之が総て の苔類に平等に あ て は ま る も ので な い事

は断る 迄 も 無か ら う . 勿論多 く の極に と って は本島の環境は極めて有利で あ る 事は否み難い

が， 反聞に 於て本島の環境 を 不利 と す る 臨 も 少 く は な い と �・へ られる . 今本島 に 産 して封岸

市九チi'l 1'L. 無い脊類を扮へば 8 廊 39 極に建する 一方， 九F・i'Iヌ1三島南部に見 られ本島I'C. 産 しない許

類は 13 凪 57 極 に及ぶ. 遺言すれば本島産; 210 極の凡そ 19%が南九州に見 られホ 叉後者の

25%が本島に EE- しな い . 然 し乍 ら 本島が商額保か 500 平方 km， 略 主 固形の I Iる棋に 過 ぎ た

い 鮎 � 考慮すれば， 針岸南九州 に産する 苔類の 25% が水島に快如ず る 事は寧ろ蛍然で あ る .

�に此等封j手甫九州に産 し本島に快如する苔類は如 何 な る 要素 よ り 構成 さ れて居る か を検

討 し よ う . (1) 本土問荷極…・ ・ ・22積 ; (2) 共他 日 本列島に於て九州本 島 を 南限 と す る 奮北要素

( 東亜主合む) . . . . . . 11 種 ; (3) 同 じ く 琉球 ・ 京海地区迄分布す る 都北要素 13議 ; (4) イ

ン ド ・ 7 ラ イ 系共他の熱帯要議 … . . . 11 極. 以上の如 き割合で あ る が， ①の 22 盤中 に は水島

成立後本土l乙於て 分化 した も の， 或は共以前に分化 しで も 種 々 の原因に依 り 其の分布が本島

に及ばなかった極 も 合 ま れて居る 可能性があ る . ②の11種中 に も 地質時代に 日 本列島南下の

際大隅海桃色越え る �}f.のIl\来なかった積が作ヂEする 可能性は皆無でない. 然 し乍 ら兆の 太部

分は恐 ら く 環境不利の詩定植す る 'Ji.が111来なかったか或は本品迄は分布 したが兆後環境の鑓

化に依って衰滅の一路を 辿った と 忠はれる . 此の事は次@の 13 麗， @の 11 否n をと 見れば益 主

40) 段久島 と 奄美大島l土相隔たる?jç遥かに遠 く ， 茶の聞の海深 も 2000Jll 内外に蓮する.
生1) I SOI(wJ.is japonicα， Plcu同ziα gigant，ωitlcs， Plα:gi.田Mla cr仰..itαtα， Plec!ocokα flαgellαtα， A加・

3lrophyllmn 抑klMlt印刷叫 RicCllrdia Ka1!cmαrui 等.

生2) 但 し�tのI jlには現在前九州丈に知られてゐる も の 品 紹が合まれて ゐ る .
43) Porella 10.'叩聞 の如J < 本土及び続減 ・ ��郡山([のみに知られてゐ る も の を合む.
生生) Leptocoleα longi/olm!a の虫n く 本土・ 琉球 . ���.及び小笠原島のみに知 られて ゐ る も のを 合む.
め〉 例へば俊市 Bαzzltnilt P側peana， lUccardia 柑bmer.. 明. R. ltfillM・問問 等.

&6) 但 し①，②の計 33 種1 11にi土屋久島には無いが， 今後琉球 ・ 蚤湾に後見さ れる可能性の あ る も の も
相i治存在 してゐる事を考慮に入れてお く 必l裂があ る.
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確't!'ド1; を 哨加lす る . QP ち之等市九州及び:lJIt球 ・ �(:i.�;fJ也院にitする 24 fif[は地]'11[(1りに は 十分本山

に 移民 の 可能性 を 有 し て 隠る . 而 も 之靖之の た部分はうト仰の!資いTff通聞が多い. 例へば f.opho・

coleα !telel'ophylla， P01"ella pα1"l1islipula， P. 108αnα， P. �dophylla， P. 1:em iC08α， JJejCll­

nea Jlavα， F1'Idlaniα squα1')・08α， Blα8iα 1lusala， M elzgm'iα lwmαtα， GonOce]J!wl1l11t 州­

prαdec07nlJ08itUlIl， 11'1 (l1叫anliα cll1Ieiloba， RiccÎCL .flllilcl1l，q， R. glα?lCα， R iccíOC(l1'11 Il.� 11 0 1  a-

1I .� 等で あ る . 従って市九州産 57 事f[が本山I'Lrun:A日 ず る 引の主要な開閃は環境保1'1ニ i乙::Jえめ な け

ればな ら ない. 印i ちil!llた る I:M輿悦 と そ れ に恭 く 色 々 な ;1iI1約， 1?1Jへば急:峻に して 2円也氏，f;)iめ て

乏 しい特殊な地形， 基岩の 車純 色 紙i且， ilJ:Jjt共1也の以後保 I�I:ω組め て 偏 し て 居 る '}f，等が11t

げ ら れ る が， 之�tfl亡附 して は 後述 す る r'jf.と して ヨえ に移 ら う .

，.j.:: /::; iLj烹す る が封J;�TH)L州 iと無い子千百!が 8 凪 39 f置に迷す る 引はïìなに も 指摘 した如 く 驚 く 可

き " ln'fで あ る . 此等が如何 な る 開 よ り 出成 さ れ て ゐ る か を;u，�べ る と ， (1) 本山国有部… … 15 ;

(2) 本ニ[:固有開… . .5 ; @ 本 山 を 市|浪 と す る 'f!J北要来 ・ … ・4 ; ④ 本二[:及び琉球 ・ �i吋広広す る
48) 

怒北5要素 - … ・ ・4 ; @ 本山 を北|役 と す る 熱帯要素・ ・ … . 11 と な る . �tの 中 (1) の固有種は前常に

述べた 如 き 4.:/'斗の特殊性 を 明示する も ので る り ， (3)， (4) の郡北要素はjJ�flilll:氷jllrn�.f代のJ���.塑
4�) 

を 意味 し， ②の 本J:固有種 と 共iと前九州・1 ft: 於 て は絶滅 した現ヂ1: も f，'.j本山のr�.:jt立 に幸ひ さ れて

生存 主続け る も ので あ り ， ⑤の熱帯嬰素は j太I，�隅同乍判/:，ゐbが鮪若若司な完筑{“剖t日ω{官候|民3史E上の一境J界早Tたζ るQ '、引.

も のでで‘ あ る 一一- と 1的伴\�搾準 して ノ太〈j池必 な いでで. あ ら う .

以上本山 と 市)L州閑地i践 を比較 し， 後1')'1乙介 両iする N(ω 25% ( 57:fわ が 本 /:1; 1ζ依如する 、li

は 此の場合� ろ 首然で あ る に 反 し， 本 ，::; I'C分イliす る 聞の 19% ( 39fわ が後 z者iζ見 ら れな い の

は本J与の特殊性lζ)，� < :Ii， を 強調 した次第で あ る .

要す る に k隅海峡が顕著なー境界 と な る 'jtは 既越の如 く で Q; る が， 之 は ['iJ海峡の地 史的定

義に法 く と なふ よ り も � �:成lζ著 しい試{院の境界線がイバr:す る J.:& と 考へ ら れ る . 印 ち限久山 は

日 本本ニI:Vt.":系の市首'11&1亡位置 す る が， 兆の11ft掴著な拭官民�(I"J境界 を な す た隅榔峡に隔離 さ れて 湖

特定E環境 を n1ii成 し， 従って�91特な フ ロ ラ を 形成す る に五った も の と %へ ら れる . 遺言すれば

同1"f.ll�の意義は吐l山陽�海峡の如 く k1長系の境界 と して ピ は無 く ， 結 局 本 jJbの特殊性の形成l亡

求む可 きで あ ら う .

"t7】 木島が聞なi位iか 50021'方km の小島であ り ， ブL;・1・l本島に悩めて近接 し n.つ，��の聞の1ì:J� 10011 1 内
外に渇 きιr， 本島を総成するおをき{士大限JtJ!品 と 同系に応ずる花1�i1岩であ る#hを再び忽!起 さ れ度い.

孔l:l) 此の Jjt ! こはI..ntαrlti，� j“.pnnira の虫n < 木島 と 涜球 ・ 高際地阪の特産極 白 百fを合む. 向 士依に分布
する TAplwl()jellnea αpplalllltn も 似'立上こ リニ数へた.

直ω日) I，μC1'μid必lお伽oωziω“ Pμ11“ωmiJ約fn仰ÌJ刈i仇it“ttt“t， ]:，Tω11'イ公叫irω川rlt帥の町Cωοlc帥r品t Bi附�."，q将肘R吋c叫t“i を除けiば3玄別fリH典l匹HI邸1的な i向I臼':j以凶l仏山i勾I � I ;.:苔 j滅」兵1に 脇す ζる》九. 
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3. 垂 直 分 布

本品t乙於け る 1Fi類の垂直分イliは他地方に比 して官会 り 明瞭に は現れないや う に見 え る . 之は

海洋性の温暖な試温， 盟'{:�'1J.雨量等f'c:� く I圧斑な芥類の後生に{i.ç る 所が あ ら う ( 震 に 熱帯性

の荒千種は比較的自所に登 り ��:!， 来1f!11'1:の積の 中 に は 冷ijj(1J.密林 下 を 或は数百米の断出 を 降

ってう|ミる も の も あ ら う ). í拘に も 注意 したや う に有初の分引 を 制限 す る も の は_l'íLな る 抗iI と か

高度のみで、 は な い一一例へばr: :J 山生部月の 多 く は民の�'iiIl l でな く と も 高1J i(1':J風貌を 呈 す る 環

境i吋自足 し�U， る も ので あ る .

以下本山の垂直分仰 を たßべる に 常 り ， 先づ ①草原~討巨木明? と な り 高山的風貌 を 示す 山頂

部， ② k.部分 を 15 lD る 深いl民生林帯， @低地の出H�林， 2 �た林及び農耕地帯1'L 3 大別する .

此の内母)の原生林は 凡 そ 200-1800m の瞭範凶 に展開す る 偶， 自 ら 1000m 附・近を境界と して

来都喪主i去に日む上部 と 熱帯主主去が優15す る 下部 と と に分たれ る . 勿論見方t乙依つて は}1i1'L8;ffi 
別/Hp長 ょ う し， 或はffi兆舵の選定如何 に 依 り 叉別の院分 も 可能で あ ら う .

①. 此の地帯は た時花の江I1 1 (約 1600m ) 以上で あ る が ， 内岐高率宮之iìÜ枇 ( 1935m )， 黒味

枇�j;の 山頂I'L I主 Bazz(tnia fi・ssifoliαヘ B. IÚI1附na1"llÍ， B. tJ'iクon“-x-， Dil)ioplLylluJn albi・

call，�， D. ia.1:ifoli7l1n":'， F1・ull(miα monilial(t subsp. obsow'ゲ':"X'， F1'. nepαlensi8 var. nisld-

y α nl(Jll，qi，�， σ !1mηl}η10仰仰7ηy川till'i'lωt

Lわ117'α iμi�符÷刊Yヘ， M(，αt口j"mlJellα p α 7γ'1ド'Ilca却町a:fαV汗ヘF九， M. pseudo fllllcNi\ M. lubul08α ， Pl α タiooMl α ，�cmi­

tZeoU1'l'ell，�， Rwllllα cα I'ifolia， SCCtl)all iα αmpl向fα 等がよ計上一えは附tifit't上に�l下生 し， 織木( 主

に ヤ ク シ マ シ ャ ク ナ グ ) の樹l主 i亡 は F1'ullan iα dCllsiloba'�"'=-' Fl'・ oniαlccnsis， 1<'1'・ USαmiensis，

NipponolcjcllllCα pili.f C1'a， PlCll1'oziα gigαll icoide.�， Sb叩silejeunea 1'olU1l(l'Í8Upula 

val'. yalcumonfanα料 等が着生す る . (但 し (勺 印 は 山頂部に限定 さ れ る 極， (持) 印 は高度

500m 乃至兆れ以下に迄見 られる 和 ) 次iと 宮之iilì-花の江川間の登山路 (約 1700-1800m )

に は Jωtge1'11lαnnia mon ticola var. j'eni.f01・IIt1'S， 111α1'su pellct tubulosα ( 既日\ )， Mylia vel'­

j'UC08α， Nα1'diα g1'αndi8tiplllα， Tl'I'ollOcoleopsi.� 8acculaiα， 1'j'iiomm'iα e:t:scofα 等が出 又は

腐植'ft上t乙 見 られる 外， 所・ 々 に殻挫す る 小濃郎氏 は7}(l，ft'ii と 混 じ て 1soiao!t is ，7ct pon i・oa， J.ωr 

gel'ntαnniα Fa1l1'iωω の俳絡 を 形成するが， 此の1件落は花 ノ 江川のiM/J;tfCJr;: も 腕 く 設建す

る . 以上列i?と した r!tで北方)'J#..�;G山.Iá!}来の{随時Î HC入れ得 る 凪l土 ρiplophyll'll1l1， Gymno・

mitri'um ， 11'1 (l7判l'['cllr( . ìI1 yl1'・a， Tγito1nm'iα l'C.j血 ぎ な い .

50) 何 し 西 日 木乃至政傍に歪る木脇Jljfiー の代表手ý lll 刊rl'1t"O..，'!. ，土n;Ul司*のfEi斡や倒 !府木 上に も ���
í:nこすff *.-j-る ， (!pち 本1ft;に於て{土問度約 1.000川以 ヒの同行l説本， 前九�+Hこ於ては誘鳥山の LOOO川以
上の141:回本に見11I さ れる .
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②. 1京生林の上1íl�1'L入れば先づ A nasfrophyll1l1n yakuûdmcl1sc ( 樹皮上 )， llazz(wiet 1lla­

typhylla (岩上:.)， Clumdonanihu8 bi1'mcnsis ( 樹j主主 ) が現はれる が lt1yliu vcrrucosa， Plcu­

roziα giganieoides， T1'icltocolcopsis sαcculaiα 共他① よ り ヲ l続いて 現はれる も の も あ る .

原生林の上限 を 示す種は樹皮に着生す る 土地 Anasi1'ophyll1l111， Plcll7'ozia の 2 極が趨常で

あ ら う . ヨえ に約 1000m 以上の原生林I勺 に 見 られる 簡の主な る も の は 樹皮生の Ccplwloziella

jlαgellαris， C!tαndonαはtlW3 ldricllll8， Fγullaniα .Malcinoαnα. Fγ. lIlotoyαnα， Odonto8chi­

smα dcnudαtum var. cavijoliwn， O. gl'o8SCVCr)'ucoSllm 等， 岩や腐植'l'tf乙着1� ずる GltÍ­
αstocaulon dcndroidc3， N eoiriclwcoleα lJisscii， Plαクiochilion opp08itus， Scαpania Bolαn­

deri var. caudαtα 等， 椋岩--7]( r ( l ，乙生育する Jungcrmanniα tristis， lt1αrSllpella yαlôll­

shimcllsi3， Plcciocolcα 仰kusimcIl8i.�， Scapaniα un(lulatcL 等があ る ( 棋岩J�至水 r(Jに生や

る も の に は 注 目 すべ き 極が瑳だ多い ). 又此の下ill� あ た り か ら:柴上に7Y.f�l:す る Gololcjellneα

denticulαtα， Golω・α 11叫が 254が現はれ始め る . 1Aï Plagiochilα pulc!tel')'ùnα， 1吃. ti'αbeculutα， 

Pl. yllWαndakcnsis var. gl・osscdcnlulα も 此の越 よ り 小杉谷溢迄の優r!îf.!I[で岩J::， 樹皮上，

f哲植tlf上に群生す る .

小杉符 (700m 内外) の原生林に は Lepicoleα 8colopend1'α var. yalc1lsi7llcl1sis， !I[α8tigo・

p7tOI'α diclαd08 �:;!昨苔林の主要来で あ る 純熱帯分子の侵入 を 見 る が， 優 l.!ïfì[(は Bαzzan印 の

諸麗， 1 soiacltÍ8 jαponi仰 を 初め と し て Ccplwloziα hαmαiiloba， Ell0811lolejclllleu clcwijlora， 

Lcpidoziα Fαuriωzα， lt1的叫ι:jcaneα γoiandisiipulα， N owellia cw'vi.foliα， Pl(lクiochila

ouαli.foliα 等であ ら う . 此のタト Mcizgel'iα pllbe.�ccn.�， Pallcwiainia Lyellii， S chi.f .fneriα 

lIÍ1'idis， StI'epsilejeuneα pusillα 等 も 此の あ た り に 生育する . 又 Drcpctnolejellncα foliicola，

Lcptocoleα の諸踊， Lcpfolcjcuncα subαcutα， Rαd'ulα αcuminαtα， l'αelu・'olejeuncα の諸Hi

等， ，東上子千が盟'i;n乙現はれ始め る . か く て 次第に熱帯型来が増k. し次の段階へ と 拶行す る .

原生林の下部， 凡 そ 500m 以下で、は決定的に熱帯要素が優 l.!ï す る に至る . 印 ち Drepαnole­

jCllnca dαctylo pltOl'α， Jαclciella bl'llnneα， 'l'ltysanαntlws αclllcαtus の如 き 純熱帯分子 主 初

め ， Bαzzαniα αlbicαn.q， B. ccylani・cα， lJ. jαponicα， E'uoslIlolejcuncα ôsumiellsis var. 

K anema1'ui， Lepicloziα FaU1'iαnα， L. vib'cα， lt1αkilloα crispαia， lt1 icrolejcwwa 1'otulIdi-

stipulα var. pαllidα， Odonto8cltismα t叫IC8CCIlS， IマαタiOGltilα ω・α88itcxl臼， 1-吃. jιpon'ica， 

Radulα の諸積が岩上~樹皮上等に着生する . 又吉iU::符 も j話l主の高い渓谷に は 甚だ盟1Eであ

る . 最 も 寺干 しい のは上部 も 同様で あ る が溶岩--7]( 111 に珍 しい稀が多 く 生育する 拙で あ る . 印l

51) 此申11同 じ実現務嬰素で も高度約 700m 以 上に見 ら れた Lcpirolca . 8岬lopcndra \'lll'. 仰k"，印刷山，
111 a:.tigopllOrα diclado.， の虫11き様苔γのゴ;!�l4-�_. 乃至l:t よ り 1:方迄Eはれる PlagiocMlù.tn の 2種
と は異 り ， 機苔材、-の下方にfM.息の木 星を位 < !1�'1- �言注意 し て お く: {t.Uil'(がゐ ら う .
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ち 1 1 1頂附近 よ り 下って来た lsolαc!tis jα1】onicα は 500m 避を 下限 と す る が ， Gcplwloziclla 
，.CCW叫Joliα， Jωげcl"mαnnia CYClOp8， Plcctocolcα Jlagcllαtct の外 Ri・ccαγdia の諸紐は此

の遜の・混岩J�至7k 11' に最 も 旺盛に蛮生す る .

@. 最後に周紘部の低地に診る . 此鹿は本山 11'1詰 も 乾燥 し易い所で・比較的珍長生する 2 次林

に は F，.ullαniα， J，cjeuneαce仰 に凪ず る 多数の種， M clzgC1.ia Lindbe:rgii， R.α伽1α oyαmen­

si� 等， 樹皮生の紐が た部分 を 占め る . 岩土地上等はちー類の'設iI:.が乏 し く ， Cep!tαlozicllα 

g仰od伽αj点6悶iおs， Dω仰n附0ω7叫cω』川 ncpαalcω仰n凶s抑iおs， Het的cωros

cld必tα jαponi，山{“cα仇， J>lcclωoc，ωole“ cω0仰7ηmαtωα， 1>. ，・ad'icellosα， P. 世i1.gαtα， Scapαnia jαvanicα var. 

nipponicα 234をxrへ る に過 ぎない. 榔岸林 も 日告 主 才? と [iO;j:主で あ る . 慌かに見 られる農耕地帯

に於て も 樹皮 に着生す る も の は同様陽光 と 一時的乾肢に耐へる F，.ullaniα， Lcjellneαccα6 

の多 く の極で あ る が， 地上や石垣等に は Mαγûtctntiα diptel.α， R.eboul旬 lwmisp!tαcricα 等

の諜j伏 を なす極が凡 られる .

以上 主遇税 し℃此の項を格 ら う . ①の山頂部 フ ロ ラ も 吟味 して 見れば北方要素は思った程

多 く は ない ので， 本土の高山乃至山岳地帯 と の間有種が品 も 多 く ， 次いで東亜系 と な り ， 又

市方系の lsotαcMs， Plcu1"Oziα 雨風 も 見出 さ れ る . 之は極め て興味 を そ L る UVffで あ って，
日目、

かか る 特殊な 山頂 フ p ラ の形成は温和な海洋性訴i民特 Il:冬季の収容 に負ふ所が 大で る ら う .

②は本jみの k�l主 主 I�îめ る 操度の高い郎生林で あ る か ら ， 品 も 翫恕H乙 官む 官If.は '品・然で あ る が，

此の1(l tl: は 岡有限共の !也分布上注 目 l乙自任す る 醗多 数 主 合み， 特t乙 間有在{は殆 ど本帯t乙 産す る .

叉7k lft)!J�五j録岩t乙 k.形の珍 しい慌が多 い a 本;市は本土特:.ë"HÆ， 本j:-京湾， 東亜嬰JS， ニlt方

要素， Y{-i方熱帯型議 よ り 成る が， 9l��存要素は 主 と して上'j'{-ßI乙j:J� られ ， 熱帯要議は rl� ì\jì以下i乙
多 い .]\: は 勿論で 言う る . ③には 間有軒{は全 く な く ， 本土西ïvj部乃五琉球 ・ 議湾当; と の共通租1詐

り と な る . 又;f#:度共の [也の認候1'(:のため 内部のJJ�(生林のや う なn'ú\"'Î's.殻��は認め られない.

原生林で は樹幹を匂む 大形でIß:立乃五余:上とす る も のが多いが， 本帯では枝JI主に 活.生ず る都は

全部小形で且つ干持活 ・ 初旬 ず る も のWI' り で 喜う り ， 岩上， 地上に は 殆 ど 見 る 可 き も のがIJ. い.

然 し乍 ら iぬ も 多数の百[ を合む Lcjcll1wace仰 の 大部分が本帯の樹l主 i乙着生する 矯， 近 々 100

m 内外の高郎内 と して は搾Ll.J の臨が比11\ さ れ る 認で あ る . 拘禁jV� を な す子干の乏 しい事はる�/J、

11.つ山岳i乙 'iðむ I:b�拠i乙 於ては寧; ろ 岱然で・ あ ら う .

52) 本島(.1jJ也の盟?苫な右目l土 ].� 月 末よ り 短 長 n 頃迄所前燥さよの加i�をf��'e-/ J' ← J.50C Iこ も降下する 山
u'i地守容のm冷から脊�j'iを保護する に役丘つ. 向か L る浪:'IJ:i土九州でi土木b1-tr:措いて他に見られな

いが， 此の�m士九州木島のjRj山に木島の虫11き特殊-な山取締 フ ロ ラ の(f: 犯 しないきn情を物語ってゐ
る.
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4. '7資 生 基 物

有類の着生す る 恭物は多都多様で あ る が， 本山附て は水 *Jう五濃岩， 実， 地上， l:黒原，
54) 

腐植't'i:， 樹皮， 架上， 他?謀者t乙分け られる . nJ:は 決 し て 般??iでは な く ， -&11へば岩 と 1 fって

も ， 共E起に幾分の腐植'Í1�'S'がJIHli し来 る で あ ら う が， 此等用者の限界 � 決定する!Jf.は1'r際仲

仲 間 初 で あ って ， �ろ岩上の腐植質 と -i -fった方が よ い . 地 耐 IOIHl! した附植t'tr乙 は:持類は飴

り 見 ら れや， 倒木や関本 (乃至は老樹の幹等腐植nの附悲 した も の) 或は岩上の慌かな腐植

'l'(上に旺盛な殻生 を 示す も ので あ る . 樹1主 と -; ?って も 滑 ら かな 而iや さ う でない場 合 が あ ら

う . 村jの校端に女子んで着(I"ず る 芥先月 も あ る . 叉岩上t亡着生する 苔類に は般世1:岩 を 妻子む も の と

臨)I�性岩 を 好む も の と が あ る . 後者就rll 石/)f..岩i乞着生す る も の に は総i苦]'s.翫が 多いが， Jlt等

が .1':!:.'ï f乙 13; しない の は -i -i・ふ迄 も な い . 次i乙濃度， 試温， 日 射， &�試の勤 き �!�の筑象依111:， 水

分i際1'1:， 就 rl� p. H. の ん小等の影響が甚だ強 く ， 恭物 を 単純に寧ず る �Jçは がI克国紙に な って

来 る . 試 象{阪I/I:�が呉れば必物 も 多少もきって 来 る 'Jf. !主本山花於て 庇. 主 税祭 さ れる 所で あ る .

一方mlz:{1<って器物に封ず る 11符好が 異 り ， 又ffil搾ず る 品物のílm聞 に も f11'，�'・の懸隔が認め ら れ

る が， 一般に或航の背類は某悲物を !lfむ と 守ふ純度の場合が少 く tr. い.

前置 き が長 く なったが， さ て:;j':lfl; tz: 於て限倒的 に 多 いのが①岩上~腐植質上， ②樹皮J:I亡

着生す る 桶で， 女 いで@i然岩~水�Il ， ④架上， @地上， @i係国{等の順 と な る (他íi\'i�持 iこ混�Iミ

す る も のは碕れで あ って， 今は①~②に合めた). 筆者-が汁.意 � 喚起 し た い の は ， 法物の柿類

と 問有軒{兆の他分.{Ii上注 目 Iz:fl立す る 部 と の聞に或 る *，.I�抑制係が作ず1:ず る 貼で あ る . ぅtづ 1�.r:�

の 間千f間 15 騒 を .1JlJべ る と 葉上fZ: 着生す る 極は什J!\�， 樹皮生は 4 腕， 他は総て j銭岩--7krl� ， !{-i 
上， 腐植'Cl�H乙 生 じ ， 就ql 内 5 f:i[iはi銭岩~水中 に|彼 ら れ る . 樹皮生 の 4 開r(J AnαSf1'opAyll-um 

vα'';1lshimcnse， Plell1・oziα gigαnlcoides は 本山高地の特殊な環境に保イF さ れて うfEた と �・へ ら

れ， 近接地方 に は さを く 類似f�取 を紋 く ��i.ろ例外的な開であ り ， 他の 2 開は 今後他地方に鷲 見 さ

れ る 可能性が強い. 従って ri'i]有種の合 ま れ る 割合か ら 法物 を 見 る と ， 7k[ll が断然多 < . 吹い

で濃岩， 関柏町， 遥かに下クて樹皮 と な り ， 濃上に五つて は狭小な地域の特海部は持J!\� と な

る . 以ーとは胞子の体播の潤f�易か ら も 蒋 易 t亡推祭 さ れ る所で あ る が， 之 i乙Ithl しで は先に一寸・? ?

5:.1) );1"\\化 して指l!1iでW� し得る程度の も の迄含め る.
5!) r，腐:;{くや倒木で表簡が腐純化 した も の， 岩 1:や切株 1:のlj!í.� 、腐値目の地問迄含め る .
55) 例へIf滋度の尚L 、小j:�手の以1色村;111で事長 上に箭仇する T附!iolejclt1lC回 路の人・部分 Radlll，刊 似lt・

minafα， '1'1lYαmaclla lrloliw7tii 等!主比較1�乾燥 し易い1保持の低地， 初jへばiì:房村開銀で':l:Jt�史的
滑らかな倒木町こ措�E-�-る. 之はお物簡の性質の額f!'1に活 〈 外， 濃度や水分{府和こ依る所が大で
あ ら う . ì!:!:気た地 上に横たはる給水はよ く 水分を吸牧 し， その表面1:1:微気候的に IIJ成 1) ïr4j� '1M皮
を{来ってゐる主Jçと 息{まオじる.
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及 した・ 又う河川村ーに注 目 すべ き 加に 於 て � m1í- 主 r，i]椋なが;批 判2 .
H/戸 ら 如何な る Jた物 主選ぶか を 科 日 別 に大観 し よ う (筋 1 必参mO. 先づ Ord. J71nger-

mαnniales ...1Cl'Oグynαe 1乞 於て J匂bulae と して 一指 さ れ る Le.iC1l1lCαOCαe， Fl・11{[a11 1αCC(lC 1亡

は 樹皮生， 架上�tの杭が甚だ多1/". . 次 に分類fP上;{ít乙近 く 会かれる 1 科 1 風の Ph抑iofαCCαc，

Porc!la(lcac に も 羽1 '，1Z"tJÏfl.主生の柿が あ る . 共の他の科はit!て 一般に計上， 時植民上i乙生歩、 る

Ufを 多 く 合むが， 内 seαpαl1iαccαc， 1I1αI'SllpellαCC(lC は 岩上， 1'1匂011αnthαocCtc は争�J， 鴎水

上に生歩 る も のが多い. 1，材開: 々雑多な凪 を 合む EpigollωIlhaceac で は器物 も 比較的経・化が

多い 事は 常然で あ ら う . 共の他の 3 日 に 於 て は 一般に地上 又は岩上が多いが 111ctzgel'ia (M e­

tzgω匂OCαC)， ])CII([1'OOOI'OS (...1叫んOOCl叫accαC) は 始 ど 樹皮生で あ る . 棋だ附j11乍 ら 月上で各科

目 ， 又は厨紐に依って大官n基物が一定 し， 器物 と 共れ に着生す る 部:の分布 閤 I'C.:成る 闘聯が存

在す る 'JJi.iJ� 了解 さ れた と 忠ふ.

5. 科- H4 5リ 概 i四

前項l亡関聯 して各科 目 にますす る周航の阻分 を ー併 し皮い. 本向者類フ ロ ラ は極の特度K於

て 'tf質的l1:1":界第一位 と イ71や る が， 之 を 各科 目 別 κ見れば如何 ? I'，�j腕 フ ロ ラ の通例 と して本

島 も 亦凪極の阻分K著 しい偏 り が才，.}供 さ れ る'JjçはtiH 去に示す如 く で あ る . 以下問去に就い

て簡単に説明 し よ う . 枇 も 多 く の凪及び柿 を 合む科は LcjCll11eaCeαc ( 20 凪 56 師D で あ る が，

之 は熱帯要素に'/;\'む 本 山 と し て は 常j誌で九州， !JLJ ��\:H乙於て も |寸践で あ る . 注 目 すべ き は Pti・

lùliaceCtc ( 8 脇10fifO， Hω・pα11thαccαc ( 6 廊 9 �1i:) が比較的多数の風を有する ��， Pm'cllα・
ú7) 

ceCtC ( 1 凪 2 部D がi[だ百iに乏 しいおで あ ら う . �上は Ord. J'Il1�ge?・mαllnialcs .Am吋ynac

k屈す る . 該国'は批 も 多 く のや!.凪E置を合む τJçは 勿論で・ あ る が， 本山t乙於て は特に優勢で・ あっ

て 全:r;;!.の 67%， 全凪の 81 %， ?Ì':Hf敢の 87%に挫す る 16 科 61 凪 183 加が本 目 i乞応ず る . 之

にます して他の 3 目 は甚だ食弱で あ る . う�づ Ord. Jwtgcl'man nialcs Anαcl'ogynα6 は 5 科 5 属

15 部に過ぎす=而 も 内 7 極迄が Riccαi'dia (Ancw'αccαc) l1:属す る . 次 Ord. Mal叫ωäialcs に

は 2 :f:!. 5 Æß 8 H[が合 ま れ る のみで特に J五cciαccae の快如す る 貼は著 しい. 最後の Ord. .A n­

thocC'l叫αles は Ant1WGel叫αceae 1 科 よ り な る 口 で 喜う る が， 4 凪 4 加 を 訴す る に過 ぎ な い .

56) C'cp7tα10.ヲia 7tam日tilobα 〈線接)， Ocp7tα!oziclln rccun，ifolia (滋岩 -71(1[1)， Isolachis jαp飢icα 及び

J叩.gcrmannia Fα叫ri仰品 (技術(， 又は視岩~水I! I)， Plα.giochila cr即sitexl日 及び P1. scmùlccu­
rrcns (:岩 上の腐布立í'ü， Riccardia l06((Jι \'ur・ ?/((k加im回!Sis Ctf:A岩-7j(r!1) �. 

57) 木目 li殆 ど全部が笠・務の分化するfillよ り 成 る が ぐ本島に於てIi Sc7，�グ:nerta， virúlis 只 l fillがT自 宅

次 と か|倒的な形態を有する)， 他の 3 fJ I土反主主こ総て君主玖也!をなす極よ り 成 る (Ord， Jungerm. 

hαcrog!lnae に1'1樹Lに'!ß ・ 誕の分化する も の も あ る がー一例へば Fossom6r側{α 一一 本島に於

ては見られなかった).
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次に若干の腐 を選ぴ之 と 分ギIj問の関係 に就い て論及 し よ う . 先づ 1 科 1 風の P01'cllα を と

る . 大陸乃五大島1(. 多数の陀が存在す る ��は何れの屈に も すはれる で あ ら う が， 此の貼特に

本属は頴著で あ って， 古成居に風する古い 山岳地帯に最 も 分化 し， ヒ マ ラ ヤ ~雲市あ た り が

共の 中 心か と 思はれる. 我闘で も 秩父， 赤石， 紀伊， pq問脊梁の 山I也 氏 多 い . 又本厨 に は 石

次岩上に のみ生す= る 如 き 積 も 見 ら れ， 一般に 臨J制自主物 主 主子む践で dう る . 従って花尚岩 よ り

成る*!.'b に本属が乏 し い の は 営然環恕 さ れ る 別で あ るが， 前述の如 く 慌か 2 種 主 知 ら れ る に

過 ぎ な い . 而 も 此の 2 積は主に樹皮 に 着生 し， Jlク分イTiの庚い普通の極に属す る . そ して 本

品では周縁の低地で稀に見IH さ れた に lLま り ， 内部の)Jj\�(:.林lと は イ(.'(f: し 永 い ので は なか ら う
úS) 

か と 想像 さ れ る 程で あ る . 一方 B(!zzαniα， Mα2・sllpellα， Scαpαniα �rÞの何れか と 日へば陵

性基物 を �fむ属t乙 多 く の軒ì� >.!.， 之等が内部の原生林 よ り 山頂にか け て 旺盛に護育ず る の を

f沼.める.

次 t乙業献 を な す積， 特に Mω叫αntialcs， Aηthoccl叫αles に 属 す る も のが少いのは前に簡Yíl.
(9) 

K燭れたや う に本Jibがi砂た る ノj、品に過ぎや， 念峻で・"'F'地の少い�jf. も 一つの原因 と な ら う . 特

K庭先 と か ITI畑等の地上。に持活に見 ら れ る A ntlwccl'OS， Riccict の 2 凪が乏 しい貼は著 しい.

雨届共に現はれ る 時期， 殊に極グ1 の決定IL.rJと く �]�の出来 な い胞子慣や生殖器1\・の主や る 時期

がi汲 られて 府る矯， 短期間の持集肱行で は到底十分なs剖査は不 可能であるが， それに して も

AnUWCCI'08 1 積， Ri・'cciα 未知 と すふ記録は甚だ しい. 恐 ら 〈 今後 Ricciα に凪す る 臨 も 確認

さ れ る と 伝子 る が ， J与の数は九州本自に較べて 遥かに少いで あ ら う .

元* Ri・(Joiα は 殆 ど会ffßが平地に生 じ ， 共の胞子 は 多 肉 lì:ml状程内で‘結'置 し ， 惚組織の腐

朽に依って と iぎれ!日 る . そ して 此の胞子は苔類rf-llf，( も 大型に風 し Ï!!t何は 50-150μ を 算 し，

且つ之 を 散布す る に役立つ郵糸は全 く 退化， 泊うた して居る . 従って風力 t乙 1:lèる体播の 可能性

は極めて少い と 考・へ られる . 苔類のr(1 1L. は 例へば樹皮 ， 架上等に着生 し ， 短期間に小型の胞

子 ( 阪符� 1O-15/-t ) を 生や る もの ， 主に水1(，1 11:生育 し て胞子 を 忠良v:麹tいもの (深い湖底に生

育 す る も の も ):11 ら れて ゐ る )， 又は胞子或は生殖器 を 生 や る 能力 を タとって ゐ る も の等分布の難

易に闘 して 色 々 の型が あ り ， 一方各種の要求 す る 環境保1'(:が異 る ']ï. は ， 分イ1i を 諭す= る 際に よ

く 考1位 し な ければな ら な い.

以上水1込者類 フ ロ ラ に於て科 ・ 日 に1討す る 師: ・ 属の阻分に 不均í!lijが 認め ら れ る 駄 を 指摘

し ， 之 氏針す る 説明 と して水島の地形， 特 IL. CM輿.�!: を ， 一方T江純な地質構造 を 強調 した次第

58) 筆者i士安房の部落よ り 僅か小杉谷に入った低地に於て P. jαlJonira 只 1 包み， それ もイ也被I者中

に混生する�のwr片を徐/lI したに止ま る.
59) j'l[ archanli，目的 に腐ずる A$terella， MαnnÍlt， Plagiochc印刷 等が飲如lずる のは大隅学島 日 向南

部 と 同様であって， 之l土石茨岩を含む古成暦等が主主L 、認で あ る .
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で あ る .

6. 二， 三の翻祭， 特に生活型に就 い て

終 り に臨み若干の観察 を 補足 し℃ 会 く . 先づ本，(1; tr.於て は 赤色系統の極が頴著で あ る . 例

へば lsotaclti� jαponicα， J ungcl'7nctnniα Fαu1'ianα， Pleclocolcイ.flαgellatα， Plcu1'Oziα gi-

gαnieoùlc8 等， 又褐色系統で は J. CYClOp8 等. 又 本土産ーのr，� 極 と 比較 して 一般に色彩が鮮

明且ヲ温厚な も のが多いが， 之は赤色の み な ら 歩褐~黄色系統に就い て も 同様で あ2. そ し

てか L る 極は 概 し て 濃原 ， 水中乃至は花向岩上に群生す る も の に 多 い. 之 に は米だ設 さ 明か

さ れな い生態態的意義が存や る で b ら う が ， 恐 ら く 強烈 な 日 射或は筑温の激費等紙袋依件 と

共 に p.H. の影響が 大 き い ので・ は た いか と 想、像する . ヨえ に本土に比較 して或極乃至は或屈の

着生す る 基物の範囲が鹿 〈 な り 又は基物が多少縫って 来 る 場合が認め ら れた. 例へば通常樹

皮生の苔類lド本島では 主 と して繰岩上に生や る も のが あ る CCcphα!oziα).f.次に鞭校 を 生歩 る

種が比較的多 < . 特に繰った砂~岩上に群生す る も のに著 しい. 且つ同種で も 一般にd散校 を

生 や る 傾向が煩い. 国有種 Ccphαloziellα jlagcllαl'is， Jω�gcl'lnanniα cyclops， l'lcclocoleα 

jlαgellαtα 等怯鞭肢 を 生歩 る ;<jî.が特徴のーっ と な る . Plagiochilα ovαlijolia の I吊碩におに

類する特異な性質 を 示す も のが あった (各論参!HO. 又鞭校で は な いが ， 山頂の風化岩に幹生

す る Mω'supella pαl'vilexlα， 潟Jjì{に混生す る Nω'cliα クγandistipulα の 1 唆型1， 演流中 の

滋岩に盟官に設育 ず る Cephαloziella 1'ccurvij oliα に 於 ℃ は 葉が殆 ど 退化 して 鱗片放 と な

り ， � に翠は一見全 く 地下室又は鞭枝肢 を 呈 して伸長 ・ 琵延す る と 首ふ生態的境型 を 示す も

のが見 られた. 最後にJJj[生林)'1五山頂にか け て は部苔類の護生が甚だ旺盛で るって樹幹， 岩

上， 崖の斜両乃至:}.\�上迄着生す る .��は言ふ迄 も た いが， 特に額著な極t亡依って構成 さ れる 群

落は水中 ~混岩及び梶原に盟官に見出 さ れた. 又 大形の著 しい極に官むが， ro7J極で も 本土産

に比較すれば大形 と な る 傾向 を 示す も のが多い.

要 約

1. 本品百.類 フ ロ ラ は 日 本本土匝系に属す る . 而 して 同 凶系 と 琉球 ・ 翠濁の匝系 と の境界

は本島の 南， 吐哨場�海峡 に あ る .

2. 大隅海峡の成立はH士官明海l映に較べて遥かに新 しい と 考へ ら れ， 後者の如 き え匝系の

境界 に擬す る の は安'訟で 友 い . 寧ろ._，f.:th ãと 九州 よ り 隔離 し ， 調特の フ ロ ラ を 設建 さ せた貼に

意義を 求め る .

60) 以 1:( 主百年頃に就いて も Ii1I} l 同様で丸 る.
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3. 本品は 円 本 4":.:1:医系のit止市古111に{Ií:i世 し， 北方 )(�Il�海峡に は期著ft�:{温の 傾斜がイ長在す

る 矯一段と 市);-熱帯要素にUfむ.

4.  J.叉而正:J 山 岳 Z 有す る 掲 ( 少 く と も 山頂が尚山I'l'�風貌 を 韮ず る 鴻 ) ， 氷jufIl寺代の遺作極 と

者ーへ ら れ る 北方 ~寒帯要素が存イ1:す る .

5 .  凶不T{tT(， 不連続分仰 を 示す柿， 共の他矧帯主E 租lが非常に多い. 之 は九州本j;b に泣 く 且

つ分離， 成立の新 しい と 考へ ら れる 小 山 と しては秘め て 注 目 則自ず る :
6. 程の?主i度が避だ )\.で あ る ( 従来の文献中 位 質的に之 と 比肩す る も の は 見詰・ ら な い ). 渡

生 も 亦極め て 旺盛で あ る .

7. 而 も れ 日 ， 各手I.!'C.到 す る 凪又はfJfの配分が偏 し て ゐ る . j!Í持地域i乙行泊Ic >.!- ら れ る 極

で本山 fL(f�'�1Iず る も の も 少 く な い.

8. 特異な生前形 を 示す も のが雌 主 税察 さ れた.

日1) 治'jl也の潟町{やdく1f t守:にか L 乙梅プ)-l干 しい�/f:カ 認め ら れ る ， 又山JYií�i;に n 容���系つをE と 15!こ南方

示 の 山-ぃj立仔JI� と J.!.1!立 さ ). v_:' も のか:t�{{:ずる・
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I-IEP A TICAE JAPONICAE 
Ser. 1 ( 1 046) Ex:-:iccntac dct. S. Hattori 

p'r ILI1 nAOIÐA]� 
1 .  'l\icho('o1cn t Ol l lcntella (Ehrh . ) ] ) I l T l l .  

LJJP [J )OZIA UJ<JAE 
2. Bazznnia albicans St.  
3. B. japonica (. Sc1e. I.Jae.) IJin仙.
4. B. POl l l peana (Sde. Lac.) "M iH .  
5 .  IJepidozia vitrea Sι 

UALYPOGEIAOliAE 
6. Ca1. n:op;eia t osana St. 

EP 1 GO N AN'l1HA(JEA]� 
7仇. Plectオt o('、刊ゆ叫o叶}えle印t礼t r代ω州O印)ll川I
8. P. oviralyx (S1i.) S.  l[ ' 
O .  P. l・似1icellosêl， nlit t. 

10. P. virgata MitL 
ll ABPA N'eHAU}}AJ� 

1 1 . l1eteroscyphus Be�;H'1terel k;i (出.) 8. U .  
1 2. 1 1.  plaIi1lS (lWitt.) 飴hifl・11 .

Plj A G  IOCHILA CEA}} 
13.  Plagiochila fmt iC'osa l\!fit.t. 
14. P. japonica 討(1e.  IJ�(.(' . 
1 5 .  }). ovalifolia :MiもL
1 6. P. yokogurensis 8t. 

TIUGONAN'rII ACJ�A]� 
1 7 .  Nowellia curvifolia ( Dich.) :iV1ï杭.

RADULAU}�A]� 
18.  Jl�t(1 1 l1a ohieTIsÌs S. 1 L  

POllELLACEAE 
10 .  Pord la Pcrr州et iana (.iVT onl，・) R. 1I. 

L}:J]�UN]�AUJ�A}: 
20. Brar，hiolejel lnea san<1 vÍeensis (G.) }�\' . 
21. Colol吋eunea spinosa (Horik.) S. 1I. 
22. Drepanol町jeunea folii∞la IIorik .  
23. Lept ocolea (lo1ir hosty l a  Herr.. 
24. Ijepíolejeunea suba(，l lt a  St. 
25. Ptyehanth us striatus (Ij ・ & IJ.) N. 

}']t UIJLANIAC]DA]� 
26.  l'l'IIllan ia. (1 iversitexta Rし
27. }'. peclieel lat a St. 
2泌8. }'. S判ql.lω附l叫刷a削lTO
zn . }'. t1'l.lncatifolia St. 

CODONIACEAE 
30. }'ossombronia japonica Schiffn. 

HAPLOLAENACEAE 
31 .  Blasia pusilla IJ. 

lVfAKINOACEAE 
32. l\r1akinoa cl'is抑制 (8ι) M iyake 

:1 HLA]�N ACEAE 
:30. Pa l lav irinia longispina St. 

AN]�URAC]�AE 
3生 Ri('rm・dia lv1iyakcana Schifl'n. 

i\:IARCHANTIACEA1D 
35. Uonocephal: ull conicul l l  (L.) ])UlIl .  
36-37. U. supradecomposiもUl ll (Ijindb.) Sι 
a8 . ]) l ll l lO凶era nepr巾nsis ('rayl.) N. 
30. lVJal'chantia cuneiloba St. 
40. l\L dipもera Mont.. 
生1一生2. Aif. tosanu St. 
生3. lHo∞)TIO郎se叫10佃nll.l山川II川II も臼ene白l'可川川II川nl 1 Gr吋'iffiも叫 仙h L 
也仙仏全1;. ，Viesner勺叫叫elln 似

OPlJHCULA'rAE 
45. Ilehol l lia hemisplme1'iru (IJ.)  Hadcli 

lUCUIACE AE 
生u-也7. llic(七t fl l li tans IJ. 
生8. Hiccia japonica St. 
生U . lL M ivakeana Schiffn 
50. Hicriocarpus natans (L.) Corda 
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